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第一章　王子様が落ちてきた












　ダンスで熱くなった頬を撫でつける風が心地よい。遠くから流れてくる円舞曲が、耳をかすめていく。

　テラスに置かれたテーブルに自分が並べた品をぐるりと見回し、アイリーン・キャヴェンディッシュは、「よし」と心の中でつぶやいた。

　縁に植物模様が描かれている皿には、小さめに焼かれたクッキー、一口サイズのパイやケーキ、サンドイッチなどが盛りつけられている。

　アイリーンは冷たい紅茶をグラスに注ぎ、テーブルの側に置いてある椅子にすとんと腰を落とした。

（好きにしましょ。最低限の義理は果たしたものね……！）

　ここ、ベルシュランド王国の王宮では、隣国に留学していた王太子の帰国を祝うためのパーティーが開かれているところだった。

　王太子は留学していたライネント王国の王女と婚約していたのだが、先方の都合により破談となった。円満な婚約解消であったそうだ。

　王太子の結婚相手を新しく探すことになり、未婚の娘達はそわそわとしている。今日はいつも以上に念入りに着飾った令嬢が多かったのは、今日のパーティーが王太子の結婚相手を探すためという目的も兼ねていたからだろう。

（まあ、私には関係のない話だけれど）

　身分の点からいえば、アイリーンも候補者の一人となりうる。王宮から招待状が届けられ、貴族の義務として参加した。

　こげ茶色の髪は平凡だが、同じ色の瞳は大きくぱっちりとしている。滑らかな頬、わずかに口角の上がった唇。絶世の美女とまではいかなくても、王太子と並んで釣り合いの取れるそれなりに整った容貌の持ち主だ。

　だが、自分が王太子に嫁ぐ未来は想像できない。今日も義務を果たすために出席したようなものだ。

　兄や兄の友人達と三曲ほど踊って義務を果たした後、休憩場所として用意されたこの部屋に避難してきたというわけである。

　まだ休憩を入れるには早い時間帯だし、皆、それぞれの親交を深めるのに忙しい。そんなわけで、ここにいるのはアイリーン一人だった。

（……音楽がここまで聞こえてくるわね）

　サンドイッチを摘まんで口に運ぶ。パンは柔らかく、きゅうりにハムの塩気がよく合う。

　きゅうりとハムといういたって当たり前の具材しか使っていないのに、これだけ美味となるとやはり王宮の料理人は腕が違うのだろう。

　踵の高い靴を履いているから、足が痛い。誰も見ていないからいいだろうと、スカートの下でこっそり靴を脱いだ。

　足をぶらぶらさせながら、今度は一口サイズのパイに手を伸ばす。中に入っているのはイチゴのジャムだった。上品な甘さで、思わず頬が緩む。

　かすかに聞こえてくる音楽に合わせて、足でリズムを取ってみる。ダンス自体は嫌いではないが、結婚相手を探すためと言われると、どうにも気がそがれてしまうのだ。

（……いつかは、結婚しないといけないのだろうけれど）

　今年十八歳の誕生日を迎えたアイリーンの上には、三人の兄がいる。三人ともアイリーンをそれはもう可愛がってくれた。

　可愛がってくれたのはいいのだが、一つだけ問題があった。兄達の交友関係は荒っぽい人間が大半を占めていたのである。

　というのも、キャヴェンディッシュ家は代々武門の家系。伯爵位を受け継ぐ者以外は、男子は王宮騎士団に入って王族の警護をするか、高位貴族の私設騎士団に所属する道を選ぶ者が多かった。

　王宮騎士団は貴族にしか入団を許していないが、私設騎士団に所属するのは貴族とは限らない。平民出身者もいるし、中には傭兵を雇っている家もある。

　そんなわけで、アイリーンの兄達の交友関係は、貴族に限らず非常に幅が広い。

　中にはぐいぐいとアイリーンに迫ってくる者もいて、どちらかと言えば、男性とは距離を置きたいと思うようになってしまったのである。

（お兄様のお友達は、あまり私とは合わないものね……）

　結婚そのものを否定しているわけではないが、アイリーンの領域にずかずか入り込まない人がいい。そんな人に出会えることを期待していたけれど、なかなか道のりは険しいようだ。

　さくさくとしたクッキーもすべて食べ終え、空になった皿を見て考える。

（レモンシャーベットはあったかしら）

　シャーベットを食べたら戻ろうと、腰を浮かしかけた時だった。

「……はい？」

　間の抜けた声が、アイリーンの口からこぼれた。空になったテーブルの脇に、上から人が落ちてきたのだ。

　上を見上げ、それから落ちてきた人の方に視線をやる。

「だ、大丈夫ですか――あら」

　思わず手で口を覆ってそれ以上言葉が出ないようにした。

　そこに倒れていたのは、イアン・グレンヴィル――この国の王太子であり、今日の主役である人物だ。

　単なる招待客であるアイリーンはともかく、主役がこんなところに転がっているのはまずいだろう。

「……だ、大丈夫ですか？　誰か呼びましょうか？」

　上から落ちてきたのだから、どこか痛めているかもしれない。手を貸してとりあえず床の上に身を起こさせる。
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「……いや、いい」

　けれど、イアンは首を横に振った。

「ですが、とても具合が悪いような――」

　アイリーンが背中に手を置くと、とたんに彼は大きく息をつく。肩も先ほどから激しく上下していて、急病にかかったとしか思えなかった。

「……を、盛ら……れた……」

「今、なんと？」

　途切れ途切れだったので、今、なんと言ったのか聞き取ることができなかった。彼の口元に耳を寄せ、繰り返してもらう。

「薬、ですか。あの、命に関わるようなものでしたら、やはり誰か呼んで」

　その言葉には、激しく首が左右に揺れた。

「ですが――」

「……媚……薬……」

「……なるほど」

　医者を呼ぼうと説得しかけたら、彼の口からとんでもない言葉が飛び出してきた。

（……それでは、人を呼ぶわけにはいかないわね）

　自分で服用する機会もなかったし、今後もあるとは思えないが、社交界にて媚薬の類が出回っているという噂は聞いたことがある。

　イアンに薬を盛ったということは、王太子妃の座を狙う者の仕業か。

（……となると、ここにいるのはよくないわよね）

　イアンの服装はとても目立つ。まずは、これをどうにかした方がいい。アイリーンはイアンの上着に手をかけた。

「では、どこかに移動した方がよいでしょう。殿下が逃げ出したと知ったら、殿下に薬を盛った者が捜しにくるかもしれません――失礼」

「なに、を……？」

　いきなりアイリーンが上着を脱がせようとしたので、イアンはぎょっとしたようだ。

　兄に頼まれて着替えを手伝うこともあるため、男性の上着を脱がせるのには慣れている。

　本来妻か側仕えの仕事なのだが、アイリーンにかまいたい、いやアイリーンにかまわれたい兄達は、従僕が休みを取っている時にここぞとばかりにアイリーンに頼んでくるのである。

「今日、会場でこの色の上着をお召しなのは殿下だけです。上着を脱いでしまえばわかりませんから」

　上着とベストを脱がせ、すばやく上半身はシャツだけにしてしまう。クラヴァットも緩めた。

　脱がせたものをまとめて片手で持ち、もう片方の手をアイリーンは差し伸べる。

「私では力が足りないかもしれませんが、肩をお貸しします。それとも兄を呼びましょうか。兄なら口を閉じて――」

「――大丈夫、だ。世話をかける」

「いえ、このくらいは当然のことですもの」

　遠目から見れば、酔った夫か恋人を部屋まで案内するところに映るだろう。でなければ、一夜の甘い夢を見るために移動するところか。

「王宮に宿泊室をいただいてますので、そちらにご案内します。そこに殿下がいらっしゃるとは誰も思わないでしょう」

　伯爵家の令嬢であるアイリーンには、王宮内に一室用意されていた。今日はそこで着替えてから、パーティーに参加したのだ。

　宿泊室を一夜の密会の場に使う貴族はしばしば見受けられるため、さほど奇異には見られないだろう。そう期待したいところだ。

　アイリーンに負担をかけるのを恐れているのか、イアンはこちらには体重を預けようとはしなかった。ふらふらとはしているが、自分の足でなんとか進んでいる。

　こんなにも宿泊室が遠く感じられたのは初めてだったけれど、なんとかイアンを連れていくことに成功した。

　扉を開くと、部屋の中央に置かれている大きなベッドが目に飛び込んでくる。白一色で統一された清潔なベッドに、アイリーンはイアンを座らせた。

　靴を脱がせ、用意されていた水をグラスに注いでイアンに渡す。

「苦しいようでしたら、横になった方がいいかもしれません。それで、どのように解決なさいますか？」

「解決？」

　力なくヘッドボードにもたれるようにしながら、イアンは首を傾げた。

「媚薬を盛られたのだとわかってらっしゃるのでしょう。ですから、どのようにして薬を抜くのがご希望かと」

「薬を……か……」

　先ほどからイアンの顔は赤くなったままだし、肩は激しく上下している。

　空にしたグラスをアイリーンに戻す手も震えていて、薬の影響を受けているのが医学には素人のアイリーンにもわかる。

「一番手っ取り早いのは、解毒薬を飲むことです。ですが、殿下の盛られた薬が何なのかわからない以上、これは避けておいた方がいいでしょう。次に簡単なのは、専門家を呼ぶことです……たぶん」

　医師ではないから、そのあたりのことはよくわからない。

　けれど、薬の飲み合わせにはいろいろと問題が生じるものだ。王太子の身体に害を及ぼす危険な行為は避けた方がいいだろう。

「……専門家とは？」

「夜のお相手をする職業の方です――殿下はどのような女性がお好みですか」

　アイリーン自身は直接顔を合わせたことはないが、世の中にはそういう職業の女性もいると聞いている。イアンが怪訝な顔をしているのに気付かず、アイリーンは顎に手を当て思案の表情になった。

「おっぱいのでか――いえ、失礼しました。胸部のふくよかな人がいいとか、尻の張った――じゃなかった、ええと……張り出した臀部の持ち主がいいとか」

「……興味ない」

「となると、金髪がいいとか黒髪がいいとか」

「――女性はけっこうだ」

　アイリーンは「あら」と口の中でつぶやいた。

（そうよね、王太子殿下が、恋人でもない女性と夜を過ごしたなんて知られたら大変な騒ぎになるものね……たぶん、〝専門家〟の方なら口を閉じてくださるのでしょうけれど）

　そんな話をしている間も、イアンの額には汗がにじんでいる。相当苦しいのだろう。

「ほ、他の手は……？」

「そうですね。私はこの部屋を去りますので、殿下がご自身で――その――頑張――」

　そこまで口にしかけて止まってしまった。いくらなんでも、ここから先は口にできない。

　兄達とその友人達のおかげで、いろいろと知らなくてもいい言葉を知ってしまったが、まだ嫁入り前なのだ。

　王太子に〝自慰をしろ〟なんて言えるはずもない。口ごもっていたら、イアンの手がアイリーンの手首を掴んだ。

「君に、去られるのは困る――」

　困ると言われても。アイリーンも困ってしまって眉を下げた。

「でしたら、あとは……ひたすら耐えていただくしか」

　薬の効果は長くても一晩だろう。一晩、イアンが耐えてくれたなら、どうにかなりそうな気がする。

「……行かないでくれ」

「なぜ？」

　アイリーンは首を傾げる。

　何か、新しい手を考え付いたというのだろうか。彼の様子からすると、頭が回っている気配はなさそうだけれど。

「君が……誰かに話す……と困る……俺を、縛ってくれ」

「……はい？」

　相手が王太子だというのも頭から消し飛んで、とんでもない反応を返してしまった。イアンを縛れとは、どういう意味だろうか。

「君に出ていかれるのは困る……が、俺が、襲いかかるのも、困る」

「……なるほど。秘密を知った私は、殿下の目の届くところに置いておきたいけれど、私の身の安全も心配してくださっているということですね？」

　ゆっくりとイアンは頭を上下させる。その仕草だけでも、かなりつらそうだ。

（……そうよね。私が誰かにしゃべったら困るものね）

　なんて状況に追い込まれたものだと思うが、幸いにも相手は薬で理性が飛んでいるわけではなさそうだ。

「では、遠慮なく」

　室内を見回し、ガウンの紐が目についたのでそれを手に取る。

「手を前に出してください――何か、布を巻いた方がいいかもしれませんね」

　ガウンの紐は幅広で柔らかとはいえ、このまま拘束してしまったらあとが残るかもしれない。タオルを手に取ると、まずはそれをイアンの手首に巻き付けた。

　その上からガウンの紐でしっかりと縛り上げる。

（これで、拘束できたと思うけれど……）

　ちらりとイアンの方をうかがえば、先ほどから呼吸は乱れっぱなしだ。目は潤んでいて、視線はどこを見ているのかわからない。

「……すまない」

「いえ、たまたま居合わせただけですから。あとのことは、殿下が落ち着いてからにしましょう」

　ベッドに横倒しになったイアンは、身体を二つに折り曲げた。時折唇から苦しそうな声が漏れる。

「……失礼しますね」

　洗面器に水を汲み、濡らしたタオルで彼の額を拭う。医者も呼ぶな、専門家も呼ぶな、ではアイリーンにできることはほとんどない。

　一時間ほどそうして様子を見ていたけれど、薬が抜けてくる気配は見受けられなかった。

　アイリーンは、イアンの様子を確認した。先ほどからずっとつらそうで、黒い髪が額に張り付いている。今は、苦しそうに眉を寄せてはいるが、顔立ちは整っている。

　瞳は髪より少し色が淡く、光の加減では明るい茶色にも見える。先ほど、肩を貸した時に思ったのだが、アイリーンよりだいぶ背が高かった。

（殿下は、ご自分が薬を盛られたということはわかっているのよね）

　時折低いうめき声が聞こえてくるものの、アイリーンにできることはない。できるだけ、イアンから離れたところに座り、イアンの様子をうかがうしかなかった。

「お水をお飲みになりますか？」

　そろそろ水分補給をさせた方がいいだろうと問えば、唇を強く引き結んだまま首が縦に動く。手を貸して座らせてやり、水の入ったグラスをイアンの唇にあてがった。

　グラスを傾けると、飲みきれなかった分が唇の端からこぼれ落ちる。それをハンカチで拭っただけで艶めかしい吐息がこぼれ落ちた。

（……誰かしら、こんな薬を殿下に盛ったのは）

　考えてみても始まらないのだが、つい、考えてしまう。

　少なくとも、相手に薬を盛って自分の欲求を満たそうなんて、よほどの事情があるとしか思えない。

　イアンが小さく呻く。首のあたりが苦しそうだ。

「殿下、首元を緩めましょう」

「……く、ぅ」

　指先が首筋をかすめただけで、なんとも色っぽい声が漏れた。異性のこんな姿を見たことなどあるはずもなく、なんだかアイリーンもそわそわしてしまう。

（でも、殿下は……きちんとしてくださってるわよね）

　手が自由にならないのがもどかしいのか、何度もシーツに叩きつけている。こちらを見上げる彼の目はとても切なげで、思わず拘束を外してやりたい衝動にかられた。

　立ち上がりかけ、慌てて座っていた椅子に腰を落とす。

（私が、殿下の邪魔をしてはだめよね）

　どうやら、長い夜になりそうだ。覚悟を決めたアイリーンは、グラスに水を注ぎ、再びイアンの唇に当ててやった。






　夜が明けた時には、イアンはぐったりとしていた。それに一晩付き合ったアイリーンもくたくただ。

「……すまない」

「不幸な事故でした。私は忘れますから、どうかお気遣いなく」

　アイリーンが微笑むと、イアンはまぶしそうにこちらを見つめてきた。

「恩人の名を聞いていなかった。君の名前は？」

「……ええと」

　どうしようか一瞬迷ったけれど、素直に口を開いた。この部屋に宿泊していたのが誰なのか、調べられたらすぐにわかる。別に、一晩看護しただけだし、悪いことにはならないだろう。

「アイリーン、アイリーン・キャヴェンディッシュです……殿下」

「マクローリー伯爵令嬢か」

「……はい」

　シャツのボタンをきちんと留め、ベストや上着も身に着けて身なりを整えたイアンは、アイリーンの前で深々と頭を下げた。

「アイリーン嬢、君……いや、あなたには感謝する」

「いえ、当然のことをしただけです」

「今なら、人目につかずに出られることができそうだ。俺が、未婚の女性の部屋から出てきたなんて噂になったら、君に申し訳がないからな」

「はい、お気をつけて」

　なんだかとんでもない夜だった。イアンを送り出し、アイリーンはベッドを見やった。

　一晩中イアンが苦しんでいたために、ベッドはぐちゃぐちゃになっていた。ここで一晩、何が行われていたのか、いくらでも怪しい想像ができてしまいそうだ。

　そんな想像をされても困るので、アイリーンはできるだけベッドを綺麗に整えた。

（……ドレスのまま、寝てしまったように見える……わよね）

　それから侍女を呼び、服を脱ぐのを手伝ってもらう。

「昨夜は、このまま寝てしまったのですか？」

「ええ、まあ……疲れていたみたい。朝早くに呼びつけてごめんなさいね」

「いいえ、お嬢様。これも仕事ですから」

　寝間着に着替えて横になってはという侍女の提案は、首を横に振って断る。なんとなく、ベッドに横になるのは抵抗があったのだ。

「お茶を一杯いただけるかしら。それをいただいたら、すぐに帰るわ」

　いくぶん楽な服装に着替え、気分がよくないので今日はもう帰ると侍女に告げる。翌朝、どのタイミングで帰宅するかは、指示があるわけでもないから問題ない。

「かしこまりました」

　すぐに侍女は温かいお茶を持ってきてくれた。砂糖とミルクをたっぷり入れ、ゆったりと口に運びながらアイリーンは考えた。

（犯人が見つかればいいんだけど……）

　自分でも不思議だと思うけれど、あんな状況に追い込まれたイアンを恐ろしいとは思わなかった。父や兄達、それに兄の友人達からも「男は野獣だぞ、ケダモノだぞ」と教え込まれていたにもかかわらず、だ。

　それはたぶん、自分を拘束するようにと自ら手を差し出したイアンを信頼していたからだろう。将来国王となるべき人物が、あのような人間であるならばこの国の未来はきっと安泰だ。

















第二章　王太子との契約












　アイリーンの部屋にあわただしく兄が飛び込んできたのは、帰宅した翌日、つまり王宮でイアンと出会った翌々日のことであった。

「アイリーン、お前何やった！」

　そう叫んだのは長男であるウィリアム・キャヴェンディッシュ。未来のマクローリー伯爵である。

　おとなしく部屋で刺繍をしていたアイリーンは、兄の大声にきょとんとしてしまった。

「何やったって……私がずっと部屋にいたのは、お兄様もご存じでしょう？」

「そうじゃない！」

　キャヴェンディッシュ家は代々武闘派である。将来の当主であるウィリアムもその特徴が色濃く出ていた。

　よほど慌てて走ってきたのか、兄の髪は乱れている。アイリーンと同じ髪の色、瞳の色を持ち合わせていて、よく見ると顔立ちは似ているのだが、縦にも横にも大きいせいで、似ていないと思われる時の方が多い。

　その体躯にふさわしい大声に、思わずアイリーンは肩を跳ね上げた。

「――痛い！」

　うっかり、指に針を刺してしまった。アイリーンの叫び声に、兄は急激にしゅんとした。

「あ……悪い。痛くはないか？　大丈夫か？」

「大丈夫ですけれど」

　見た目は怖いが、兄達はアイリーンのことをとても可愛がってくれている。その方向性がいろいろと間違っているために、アイリーンの結婚願望はものすごく薄くなってしまったわけではあるが。

「それで、どうして私の部屋にこんなに慌てていらしたの？」

「あ、ああ。そうだった――お前、殿下と知り合いだったのか？」

「……え？」

　たっぷり三十秒黙り込み、数度瞬きをしてからアイリーンは返した。

　殿下と知り合い――いや、知り合ったといえば知り合ったということでいいのだろうか。あの状況で。

　イアンが兄にどう説明したのか、アイリーンはまったくわからない。首を縦に振ればいいのか、横に振ればいいのかさえも判断できなかった。

「そ、その……」

　戸惑っているアイリーンの膝から刺繍枠を取り上げ、兄はぽんと傍らのテーブルの上に放り出す。そして、アイリーンの手を取って立ち上がらせた。

「何かの礼だと言っていたぞ。なるべく早く着替えて応接間に来い」

「わ、わかりました……」

　今日は家の外に出るつもりはなかったので、家族以外と面会するにはいささかくつろぎ過ぎた格好だ。灰色のゆったりとした家用ドレスは、着心地はいいけれど、王太子に目通りするには不適切だ。

「……手を貸してくれる？」

　慌てて侍女を呼び、水色の地にさらに淡い水色のレースがあしらわれたドレスに着替える。まさか、屋敷にまで王太子が来るなんて想像もしていなかった。

　たしかに手を貸したのは否定しないが、あの時の件についてはもう解決したと思っていた。

（口止めにいらしたとか、そんなところかしら）

　すぐに本人に会うとわかっていても、身なりを整えながらぐるぐると考えてしまう。

　アイリーンとしては口外するつもりはないが、イアンとしては心配なのかもしれない。こちらの誠意はどうにかして理解してもらうしかなさそうだ。

　髪を結い直してから、階下へと降りる。

　応接間に入ると、兄とイアンが向かい合って座っていた。イアンの方は落ち着き払っているが、兄は緊張の面持ちだ。

「――殿下、お目にかかれて光栄です」

「……堅苦しい挨拶は不要だ。アイリーン嬢と、二人で話をさせてもらえないか」

「ですが、殿下――」

　イアンの要請に、兄は渋い顔になった。部屋の扉を開けておいたとしても、異性と二人きりで部屋にいるというのはよくないと兄は思っているのだろう。

　アイリーンは兄の腕に手を置き、それ以上の反論は封じた。

「庭に出ませんか、殿下。ちょうど、薔薇が見頃ですから」

「アイリーン嬢のいいようにしてくれ」

「いいわよね、お兄様。ガーデンルームにお茶の用意をしてもらうわ」

　兄の腕に置いた手にわずかに力をこめる。それだけで、兄はアイリーンの意図をくみ取ったようだった。

「わかった。では、ガーデンルームに運ばせよう」

　兄は意見を変えた様子で、メイドを呼ぶ。

（それに――間違いなく他の人には聞かれたくない話だものね）

　庭園には、母が友人達を招いて薔薇を鑑賞する時に使うガーデンルームが設けられている。

　秋冬の薔薇の時期には風が冷たくなるからと作ったものだ。あそこなら四方がガラス張りで密室にいることにはならないし、窓を開け放っておけば、快適に過ごすことができる。

　アイリーンがイアンを伴って応接間を出ようとすると、最後の悪あがきとばかりに兄はアイリーンを呼んだ。

「……アイリーン！」

「お兄様。お話が終わったら、きちんとこちらに戻ってきますから。心配なら、そこの窓から見張っていればよろしいでしょう」

　アイリーンはふっと息をついた。

　兄が妹を何かと心配しているのはわかるのだが、王太子にまで警戒心をむき出しにしなくてもよいではないか。

　ひょっとしたら、縁談の申し込みの可能性だってあるわけだし。

（いえ、それはないわね）

　アイリーンは自分でその可能性を打ち消した。縁談ならば、正式に王家から使者が来るはずだし、そもそもイアンとの間に個人的な付き合いはない。

「お騒がせして、申し訳ありません。兄は何かと過保護で」

「マクローリー伯爵夫妻は、今は国外にいるのだったな」

「はい。大使として、出かけております」

　伯爵夫妻は、国王の命により、少し離れた国に赴いている。そこで駐在大使として、二年ほどを過ごす予定だ。

　留守を預かる長兄は、伯爵家の跡取りとしての修行中である。ひょっとしたら王太子の訪れに必要以上に緊張していたのも失敗はできないという思いからなのかもしれなかった。

　ガーデンルームは窓が大きく取られ、日光を取り入れやすいようになっている。天井もガラス張りだから、囲まれた空間にいるのに屋外にいるように感じられた。

　お茶の用意に来た使用人達が窓を開け放ってくれたから、室内を心地よい風が吹き抜けていて暑いというほどではない。

「ありがとう。あとは私がやるから、下がっていいわ」

　使用人達を下がらせ、アイリーンは銀のティーポットを手に取った。ガーデンルームの中は、白一色で統一されている。

　窓枠も床も白く塗られ、置かれているテーブルや椅子も真っ白なものだ。レースのテーブルクロス、クッションカバーも白。その分、窓の向こうに広がる景色が色鮮やかに見えるというのが母の考えだった。

「――どうぞ」

　イアンが何を話に来たのかよくわからないまま、アイリーンはカップを彼の方に差し出す。それを受け取った彼は、単刀直入に切り出した。

「先日は、世話になった――感謝する」

「いいのですよ、殿下。薬を盛られるなんて、本来あってはならないことですもの。誰にも口外しませんから、安心なさってください」

　茶を勧めながら、微笑んでみる。

　ちらりと応接間の窓に目をやったら、兄がそこに張り付いているのが見えた。過保護にもほどがある。

「……アイリーン嬢は、落ち着いているのだな。一昨日も、落ち着いて俺の手当てをしてくれた」

「兄達とその友人達が、よく屋敷を訪れるからでしょう。その分、他の人とは少し違う経験をしているかもしれませんね」

　次男のヴィクターは、王宮騎士団に所属する騎士であり、三男のネヴィルはとある侯爵家の私設騎士団に所属している。

　戦になるようなことがあれば出陣するのだろうが、今のところ平和であり、その必要はない。平時には、主の護衛を務めていて夜勤もあるために、二人ともこの家を離れてそれぞれ寮で暮らしている。

　だが、休みの日には友人達を連れてこの屋敷に戻ってくることが多い。その友人達が問題なのだ。

「傭兵を雇っている騎士団もあるそうだな」

「ええ。実際にどのようなお仕事をしているのかはよく知りませんけれど。兄達が連れてくる友人の中には、傭兵もいるそうです」

　平民出身の騎士や、騎士ですらない傭兵と親しく行き来するキャヴェンディッシュ家は、やはり普通とは違っているのだろう。

「皆さんいい方ですし、時々は楽しいですよ」

　時々、という言葉に、イアンはいぶかしげな表情になった。アイリーンは口元に手を当て、くすくすと笑った。

「皆さん、体力がおありなので、声が大きくて、いらした時には屋敷が大騒ぎになるんです……それより、殿下。お身体の具合はいかがですか？」

「薬の影響は、完全に抜けた。昨日は丸一日、動けなかったがな」

　額に手を当て、どうしようもなさそうに笑う。思わずアイリーンの目は吸い寄せられた。

（……こんな笑い方もするのね）

　今までイアンと個人的な付き合いはなかったけれど、アイリーンの知る限りでは彼はいつも毅然としていた。こんなちょっと困ったような表情を見たことはなかった。

　初めてまともに会話した時、彼は薬の影響を受けていた。

　あの時は妙に熱をはらみ、潤んでいるように見えた黒い瞳は、今は理知的な光を放っている。

　黒い髪が額に落ちかかり、それを片手でかきあげる。そんな仕草でさえも、目を離すことができなかった。

（……これは）

　アイリーンは目を瞬かせた。なんという吸引力だろう。

　恋愛的な面で胸を高鳴らせているとか、恋に落ちたとか、そういう感覚でないのは断言できる。ただ、そこにいるだけで他の人を引き付ける人間が実在するというのを、初めて目の当たりにした。

「それで、アイリーン嬢はなぜあの場所に？　休憩するにはまだ早い時間だっただろう」

「義理は果たしましたもの。兄が友人を紹介してくれると言うのですが――気が進まなくて」

　今度は、アイリーンがちょっと困ったような笑みを浮かべる番だった。

「兄の友人達は、いい方ばかりなのはよく知っています。けれど、将来の伴侶となると……私、押しが強い方の前に出ると委縮してしまって」

　家を継がねばならない立場ではないので、アイリーンの結婚についてはさしたる障害はない。

　相手が平民だったら多少揉めるだろうが、抜け道はいくらでもあるし、アイリーンが望めば兄達も両親もその抜け道を思う存分使って願いをかなえてくれるはずだ。

　だから、三人の兄達は、自分の友人達をせっせと紹介してくれるのだが、アイリーンの苦手とする押しの強いタイプが非常に多い。押しが弱くては、仕事にならないというのもあるのだろう。

　伯爵家を継ぐ立場である長兄でさえも、親しく行き来するのは押しが強くて、暑苦しいタイプの男性が大半だ。

「せめて、おいしいお料理やお菓子を堪能して帰ろうと思ったのですけれど、レモンシャーベットを食べ損ねてしまいました」

　笑い話に紛らわせたら、イアンの気も少しは楽になるだろう。だから、あえて軽やかに笑って見せた。

　一人で夜中のティーパーティーを開催しようと思っていたら、上から人が降ってきたので中断してしまった。まさか、王子が降ってくるとはまったく思わなかった。

　アイリーンの様子に、イアンも少しだけ気が楽になったようだった。わずかにこちらに上半身を傾け、彼は口角を上げる。

「……今度、王宮に招待しよう」

「そ、そういうつもりで言ったわけでは」

　たしかにイアンの乱入で、一人ティーパーティーは中止になってしまったが、そこに文句をつけるつもりはない。

　手をばたばたさせて自分の発言を打ち消そうとしているアイリーンの様子が、イアンには面白く見えたらしい。かすかに肩が揺れている。

「君が冷静に対処してくれたおかげで、問題を大きくせずにすんだ。心からの感謝を――」

　本当に、礼などもういいのにどこまでも律義だ。

　マナーの先生に学んだ作法を頭の中で思い返しながら、アイリーンはカップを口に運んだ。

「しかし、あのような対処の方法、どこで学んだのだ？」

　イアンの疑問ももっともである。男性の下半身事情など、普通の貴族令嬢ならば思いつかないだろう。

「兄の友人達です。皆様とても気を遣ってくださいます」

　アイリーンが伯爵家の娘であるということを、兄達もその友人達も忘れたことはなかった。

　この屋敷に兄達が友人を招待することはしばしばあるが、その時には母屋ではなく、離れを使っていた。

　離れならば、多少羽目を外しても、母屋にいるアイリーンには悪影響がないのではないかというのが、兄達の判断だったからだ。

「ですが、私の部屋、離れとは真向かいにあるんです。冬の間はともかく、夏の間は……声が届いてしまって……聞くつもりはなかったのですけれど、どうしても聞こえてしまって」

　アイリーンがあの時、ある程度対処できた裏には、そんな事情があった。

　長兄に家を任せられるようになったとたん、両親は国外での仕事を増やした。

　そのため、両親が家にいないことも多く、三人のうち誰かの友人が来ていれば兄達はそちらに加わって騒ぎになり、使用人達は奥に引っ込むようになった。

　というわけで、アイリーンの部屋に声が届いているのには誰も気づいていなかったのだ。

　おかげで、あまり耳にしたくない言葉も山ほど知ってしまったが、媚薬の類を盛られた場合の対処法なども、ちらちら漏れ聞こえる話から知ることができた。

　それが今回役立ったわけではあるものの、貴族の娘としてはあまりよろしくない。

「なるほど――だから、あの時」

「もう忘れてください、私も忘れますから……」

　好みの女性を連れてくるから言えだの、自分で頑張れだの、よくもあの時口走ることができたものだ。真っ赤になったアイリーンを見て、イアンも口を閉じた。

「殿下には、心当たりはないのですか？　……いえ、愚問でした」

　この国の未来の王。婚約が破談となり、今は決まった相手はいない。となれば、どんな手を用いてでも、イアンと縁を結びたいと考える人間は多数いるはずだ。

「今調査中だ……そこで、だ。アイリーン嬢。君に頼みがある」

「頼み、ですか……私にできることであれば」

「俺と行動を共にしてもらいたい。媚薬を流通させている犯人を見つけるまでの間」

　彼の申し出に思わずしかめっ面になった。王太子と行動を共にするということは、アイリーンが候補者の一人に躍り出ることになってしまう。

　結婚願望は否定しないが、王子と行動を共にしろと言われても困る。

「もちろん、俺からも充分な礼をしよう――たとえば、君の結婚相手を見つけるとか」

「――ですが」

「俺の交友関係だけではない。母上にも協力を依頼できる。母上は顔が広い」

　それはそうだろう。王妃は、この国一交友関係の広い女性だ。彼女に協力を依頼してくれるというのであれば、この話、断る理由もないのではないだろうか。

（……悪い話ではない、わよね）

　アイリーンの決断は早かった。こくりとうなずくと、イアンは笑みを浮かべる。

「では、君の兄上のところに戻ろう。兄上の許可をいただかなくてはね」

　先に立ち上がったイアンが、アイリーンに手を差し伸べる。

　彼のその手を取りながら、アイリーンは心の中で首を傾げた。一瞬のうちに決断してしまったけれど、本当にこれでよかったのだろうか。






　戻った時、兄は、檻の中にいる熊のようにそわそわと歩き回っていた。

　あえて応接間から見えるガーデンルームを選んだし、ガーデンルーム内で二人が何をしていたのかはここからよく見えていたはずだ。

　――おとなしく向かい合って、お茶を飲んでいただけということが。

「話は、終わりましたか？」

　二人が部屋に戻ってきたのに気づいた兄は、落ち着きなく歩き回っていたのをごまかすように両手を広げて笑みを浮かべた。

「そのことで、君にも話がある。アイリーン嬢をしばらく貸してもらいたい」

「――は？」

　アイリーンも王子に無礼な物言いをしてしまったが、兄も兄だ。こんなところで似なくてもと一瞬思う。

「いきなりそんなことを言われても困るのはわかる。まずは事情を説明させてくれ。今、庭でアイリーン嬢の許可をいただくまでは話すわけにはいかなかった」

　そこでイアンは一昨日の夜あったことをあらかたすべて兄に話した。

　誰かに薬を盛られたらしいこと、気分が悪くなったため下がろうとしたら、侍従に違う部屋に連れていかれたこと。

　どう考えても、事態がいい方に転がるとは思えなかったため、扉から外に出るのは諦めてテラスから階下に降りたら、そこにアイリーンがいたこと。

　アイリーンの手を借りて一晩やり過ごし、今日礼に来たことまで。

（まさか、そんなことまで話すとは思っていなかったわ）

　イアンにとってあの晩のことは忘れたいものだと思っていた。人に知られたくもないだろう。けれど、自分の恥となることも隠すことなく兄に伝えている姿には好感を覚えた。

「盛った相手はわからないんですか？」

「パーティーの直前も最中も、食べ物も飲み物も口にしていない。最後に飲食したのは数時間前だ」

「となると、〝夜の女王〟――の可能性が高い……かなぁ」

　両腕を組み、天井を見上げていた兄は、半分独り言のようにつぶやいた。

「夜の女王って何？　お兄様」

「殿下に盛られた薬のことだよ。最近流行ってるんだ」

「流行ってるって……」

　一昨日のイアンは、とても苦しんでいた。あんな苦しくなる薬が流行っているなんてどうかしている。

「効き目がすごいって、評判らしいんだ。一晩でも二晩で頑張れるって――」

「……お兄様」

　アイリーンのたしなめるような声音に、兄ははっと気づいたようだ。両手を広げ、それからイアンの方に詫びるように頭を下げる。

「なぜ、アイリーンなのですか？」

「いきなり現れた俺を、騒ぐことなく適切に介抱してくれた。アイリーン嬢なら、怪しい動きをする者にすぐ気づくだろう。それに、秘密を知る人間は少ない方がいい」

　たしかに、イアンが薬を盛られたのを知っているのは、アイリーンと盛った本人、それに今話を聞いた兄だけだ。うかつに他の女性に頼むわけにはいかないというのも理解できる。

「……そうですね。では、こうしましょう。弟達には口を閉ざすと約束させて、協力を頼みます。アイリーン一人に任せるわけにはいかないので」

「別に、アイリーン嬢に、立ち回りをしてもらおうなんて思っていないぞ。騎士は不要だ」

「いえいえ、違うんですよ」

　ここで兄は人が悪そうにニヤリとした。

「殿下。平民や傭兵の間の情報網を甘く見てはいけません。そちらから、媚薬の流通経路をあたってもらいます。都の警備隊も探してはいるんでしょうが、どうも手が回っていないようなので」

「わかった。頼む。見返りについてはあとで相談させてもらう。アイリーン嬢については、もうその話は終わっているから安心していい」

　イアンを見送った後、兄はアイリーンの方を振り返った。

「お前、殿下から何をもらうんだ？」

「え？　ええと……その。殿下が私の好みにあっている人を紹介してくれるって」

「……お前は、まだ嫁になんていかなくていい！　焦る必要はないんだぞ。俺の友人だって紹介できる」

　アイリーンの結婚願望が薄まってしまったのは、兄達にも原因がないわけではないのだが、なかなか縁談が決まらないのを、よほど気にしているらしい。

「そんなわけにもいかないわよ。お兄様が結婚して、お相手がこの屋敷に住むのに私がうろうろしていたら、いろいろ問題になってしまうじゃない」

　兄がアイリーンを愛してくれているのはよくわかっているが、未来の奥方ににらまれるのはお断りしたいところだ。

「お兄様こそ、そろそろ縁談が決まらないとまずいのではないの？」

　ちくりと言ってやれば、兄は露骨に目をそらした。どうやら、触られたくないところをつついてしまったようだ。

「とにかく、危ない調査は俺達に任せろ。アイリーンは、殿下の見張りだけしっかりやれ」

「はい、お兄様」

　ここは兄に素直に従っておくに限る。アイリーンはそれ以上細かな追及はやめた。

　とにかく、イアンに媚薬を盛った人物を早く捕まえることに専念してもらおう。そうしたら、兄達とは似ていない男性を紹介してもらうことができる。

















第三章　気づいてしまった恋心












　アイリーンの役目は、イアンの側にいて怪しい人間がいないか見張ること。アイリーンが同行できない場には、長兄が同行してくれることになった。

　次兄と三兄は、騎士団の友人関係から媚薬の流通ルートを洗い出す。次兄は王宮騎士団所属なので、貴族の友人が多く、三兄は貴族の友人の他傭兵などともつながりがある。

　もちろん、都の警備隊も動いているし、王宮も調査を始めているという。アイリーンが協力できるのは、イアンの身にこれ以上危険が及ばないようにすることくらいだった。

　イアンは話を取り付けたその日には、アイリーンのところに王宮で開かれるガーデンパーティーの招待状を送ってきた。

　アイリーンはもちろん王宮に行くのにふさわしいドレスを身に着けて参加したし、パーティーの間はずっとイアンの隣にいた。

　残念ながら、その日は何も怪しい人物には出会わなかった。だが、王宮のパーティーで失敗した直後、同じことを繰り返すとも思えないからしばらく様子を見る必要がある。

　それから観劇、晩餐会、音楽会等、王宮で開かれる多数の催しにアイリーンが同行したものだからイアンとの噂が広まるのはあっという間だった。

「……ここまで噂になるとは思っていませんでしたね」

「そうか？」

　アイリーンは庭園を見回した。今日は王宮で開かれた絵画の鑑賞会に、イアンの同行者として参加している。絵画に関しては詳しいというほどではなく、貴族の娘として必要最低限の知識しか持っていないけれど、王宮に集められている美術品は、素晴らしいものばかりだった。

　ギャラリーに並べられた多数の美術品を鑑賞しているのだが、あちらこちらから突き刺さる視線を感じる。

「そうですよ、皆、こちらを見ているではありませんか」

「それは、君の美しさに惹かれているからだろう」

「なっ……」

　ぽろりとイアンの口からそんな言葉が漏れたものだから、口ごもってしまった。兄の友人達から、賞賛の言葉を贈られたことくらいアイリーンにもある。

　だが、こんな風に自然に聞かされたことなどなく、想定外の出来事に上手に対応することができなかった。

「あ、いえ、ありがとうございます」

　しどろもどろになりながら、なんとか返す。

（……別に、おかしくはないわよね）

　今日は、さわやかなレモンイエローのドレスに初めて袖を通した。今日の気候にはぴったり合っているし、最近人気の出てきたデザイナーに誂えさせたものだ。

　髪に飾っているリボンも、ドレスの共布で仕立てたもので、アイリーンの髪色によく映えていた。

（……びっくりしたわ）

　今までアイリーンの交際範囲にいた男性陣からは、こんなにもさらりと誉める言葉は出てこなかった。

「どうかしたか？」

「いえ、誉められ慣れていないので、少し驚いてしまいました」

「そう？　君のような人なら、浴びるように賞賛の言葉を受けてきたのかと思っていた」

「そんなことありません……」

　真顔でさらに続けるものだから、今度は耳が熱くなってしまう。髪を直すふりをして触れてみたら、思っていた以上に熱かった。

　だが、よく考えてみれば、イアンはつい先日まで婚約者のいた身だ。しかも、その婚約者は、ライネント王国の王女。

（あちらは、こちらの国より愛情表現が豊かだと聞くものね）

　ライネント王国では夫は妻に対し、積極的に愛をささやくものとされているらしい。そんな国の王女を配偶者として迎えようとしていたのだから、イアンが慣れているのも納得だ。

（……あら？）

　なんとなく、胸のあたりが痛い。それには気づかないふりをして、アイリーンは周囲を見回した。

　先ほどから近づいてくる人物を観察しているのだが、容疑者を絞り込むのは難しそうだ。

　どの女性も怪しそうに見える。いや、女性とは限らない。娘や姉妹をイアンに嫁がせたい男性が、実行したということだってありうるのだ。

　こうなってくると、イアンの側に近づく人物、誰もが怪しく見えてくる。

　美術品の鑑賞を終えれば、広間に飲み物や軽食が用意されている。イアンに連れられ、アイリーンも広間に場を移した。

（……お兄様達の方が、先に犯人を見つけるかもしれないわね）

　アイリーンには軽く挨拶しただけで、イアンに懸命に話しかけている令嬢を見ながらそう思う。

　イアンは破談になったばかりだし、アイリーンと一緒にいる機会が増えたとはいえ、正式に婚約しているわけでもない。今のアイリーンの立場を周囲から見たならば、「王太子妃の地位にもっとも近そう」というだけの話なのだ。

　広間にはたくさんの人がいて、あまりにも大人数に囲まれたものだから、頭がくらくらしてきた。息苦しささえ覚えてくる。

「殿下、少しよろしいですか？」

　イアンにこの場から離れたいという話をしようとした時だった。すっと兄が近づいてきて、イアンを令嬢達の輪から引っ張り出してくれる。それをきっかけとして、アイリーンもその場を離れた。

（……少し休めってことね）

　兄はイアンから目を離すことはないから、安心できる。兄達と別れ、飲み物が用意されているテーブルの方へと近づいた。

　冷たい水に柑橘系の果汁を垂らしたもの、紅茶、軽い酒等飲み物も様々な種類が用意されていた。

　レモンを垂らした水をもらい、イアンが立ち去った後もその場を離れずにいる令嬢達の方を遠くから眺めてみる。

（あの中に、本当に媚薬なんて使った人がいるのかしら……）

　若い娘ばかりが集まっている場所は、そこだけ空気が明るいようだ。それぞれ思い思いの華やかなドレスに身を包んだ彼女達は、媚薬なんてものには縁がないような明るく健全な空気をまとっていた。

（だいたい、媚薬ってどうやって入手するものなの？）

　兄達のせいでいらない知識をいろいろと持ち合わせているアイリーンとて、媚薬を入手しろと命じられたらどうしたらいいかわからない。

　となると、注意すべきは男性の方なのかもしれない。既成事実を先に作ってしまえという発想は、若い娘には無理そうな気もしてくる。

「お隣、よろしい？」

「ええ、どうぞ」

　アイリーンに声をかけてきたのは、レジーナ・ロウトンだった。アイリーンと同じ年齢だが、彼女も今のところ縁談は決まっていないようだ。

　ロウトン侯爵家の次女であり、長女もまだ独身で良縁を探しているようだ。

　アイリーンの隣に彼女が腰を下ろすと、彼女の仕草につられるようにふわりとよい香りが立ちのぼった。近頃都で流行っている香水だ。

「アイリーン嬢は、最近殿下と親しくなさっているようね？」

　瞳をきらめかせ、レジーナは正面から切り込んできた。

　どう返したものかと、アイリーンは彼女の様子を観察しながら考え込んだ。編み込みを作った髪を後頭部で一つにまとめるという最新流行の髪型に結った髪は見事な艶を持つ金髪だ。

　アイリーンの視線をとらえた瞳は深い青。ふっくらとした唇は、艶やかでまるで口づけを誘っているようだ。

　今まで親交のなかったアイリーンにわざわざ話しかけてくるということは、イアンに関する情報をアイリーンから引き出そうとしているのかもしれない。

（……聞かれても、答えられることって何もないのだけど）

　話せる限りのことは、素直に話してしまおうと決めてある。

「殿下とお付き合いをしているの？」

「……兄達が最近、親しくしていただいているようです。その伝手で、女性の同行者が必要な時に声をかけていただいているだけで」

　単刀直入に話を切り出してくるところはとても実際的で好感を覚えたけれど、アイリーンの言葉にレジーナは納得した様子は見せなかった。

「最近？」

「ええ。殿下の帰国後、親しくしていただくようになったとか。両親が、国外に行っているので、兄が家長代理として、お目にかかったのがきっかけだったようです。私も知らなかったのですけれど」

　アイリーンが兄達の動向にあまり興味を払っていない様子が、レジーナの目には奇異に映った様子だった。大きな青い瞳を瞬かせて、アイリーンに問いかけてくる。

「アイリーン嬢は、お兄様達にどんなお友達がいるのか、把握していないの？」

「親しく付き合っている友人は、家に招いた際にご挨拶をしていますし、それ以上は兄の交友関係に口を挟むつもりはありません。私の交友関係に兄達も興味ないでしょうし」

「……まあ、そういうご家庭もあるのね」

　兄達の友人は多岐にわたるから、アイリーンに悪影響を与えないよう兄達は配慮してくれている。それでも広い屋敷とはいえ、どこかで顔を合わせる機会は皆無ではない。屋敷の中で行き会えば挨拶をするし、ちょっとした立ち話くらいはすることもある。

　アイリーンの結婚相手によさそうだと兄達が判断した人物については、お茶の時間や食事に招いてもう少し会話を交わすこともある。

　だから、兄達があえて家に連れてこない人物についてまでは、興味を持つ必要はないと思っていた。

「そうですね。少なくとも我が家はそうです……仲が悪いというわけではないのですが」

　けれど、レジーナはアイリーンの言葉を違う形で受け止めたようだった。飲み物のグラスを傍らのテーブルに置き、深々とため息をつく。

「私の父や姉は、私の友人関係にうるさいの。あなたのお兄様達は、あなたの友人についてはうるさく言わないのでしょう？」

「え、ええ……そうですね」

　異性との交際については割と口うるさい方だと思うが、同性の友人については誰と付き合え、誰と付き合うなと言われた記憶はない。

「……王太子殿下とお近づきになれたら、もううるさく言われないですむと思ったのですけれど」

「それは……」

　そこまで口にしかけて、アイリーンは止まってしまった。

　たぶん、お近づきという言葉で真意を包んではいるが、あわよくば王太子の隣に立てる人間でありたい――そういうことなのだろう。

（……私に、殿下と引き合わせてほしいとかそういうことなのかしら）

　この場合、イアンにレジーナを引き合わせるべきなのだろうか。だが、イアンは自分の結婚相手については自分で探すだろう。

　わざわざアイリーンが紹介する必要もないだろうし――と考え込んでいたら、レジーナの友人らしい令嬢が声をかけてきた。

「レジーナ様、こんなところにいらしたのですか。お姉様が捜しておいででしたよ」

「すぐに戻ると伝えてくれる？」

　アイリーンに対しての丁寧な態度とは裏腹に、彼女に話しかけるレジーナの声音は、どこか突き放したような響きを帯びていた。

（……彼女、レジーナ嬢に対して、妙におどおどしているような気もするけれど……）

「わかりました」

　一礼して立ち去る彼女の姿は、友人というよりは上下関係があるようにも見える。

「……彼女との付き合いはやめろって、父は言うのよ。そこまで言う必要ないと思うのだけれど」

　それは独り言だったのか、それともアイリーンの相槌を待っていたのか。けれど、アイリーンが答えを決める間もなくレジーナは立ち上がった。

「楽しいお話ができてよかったです。また、今度ゆっくりお話ししましょう？」

「え、ええ……」

　レジーナが立ち去るとの時を同じくして、兄がアイリーンを迎えにきた。イアンの側には、今度は王宮騎士団勤務の次兄が付き添っている。

　王宮騎士団の制服を身に着けているから、次兄がイアンの側にいるのは不自然ではない。そして、イアンの周囲は、今度は親交を深めたい若い貴族達でいっぱいだった。

「――殿下も大変だな」

　囲まれているイアンを見て、他人のように兄はつぶやいた。

「何かわかったの？」

「あー、媚薬の類って、意外とこっちに入り込んでるらしいな。殿下との〝既成事実〟を狙ってるのか、自分達のお楽しみのためなのかは知らんが」

「殿下を相手に既成事実を作ろうだなんて、とんでもない相手ね」

　あの時、イアンは一晩耐えた。タオルで包んでいなければ、手首にガウンの紐の跡が残ったかもしれないが、それでも薬の効果が抜けるまで彼は耐えきった。

「体内に入った分量によっては、理性が完全に飛ぶそうだ。目の前にいる相手、誰彼かまわず襲いかかりたくなるほどムラムラするらしいな」

　兄は心底恐怖を覚えたというように、両腕で身体を包み込むようにして震えて見せた。

「……お前、自分が危険なことに首を突っ込んでいた自覚はあるか？」

「どういうこと？」

「殿下の理性が負けていたら、お前がそうなっていたかもしれないってことだよ。殿下が強靭な精神力をお持ちでよかったな」

「考えていなかったわ。でも冷静に考えたらそうよね……やっぱり、あの時、お兄様を呼ぶべきだったかしら」

　あの日、兄もパーティーに招待されていた。イアンが嫌がっていたとしても、あの場にアイリーンがとどまり続けるのは危険だったのだと今さら思い知らされる。

「……今後は気を付けるわ、お兄様」

「そうしてくれ。殿下を信頼していないわけじゃないが、お前に害が及ぶのは困る」

　既成事実を作るという一点に限るならば、〝夜の女王〟というのは最適の手なのかもしれなかった。

　どこかの部屋に放り込んでおいて、あとからその部屋に入って既成事実を作る。あるいは、既成事実があったように周囲に思わせる。

　理性が飛ぶというのなら、さほど難しい話ではない。

「……どうした？」

「ううん。なんでもないの。ただ……」

　イアンはとても苦しかったのではないだろうか。それでも、理性は失うまいと耐えきった。

（……そうよね、私のこともあの状況で最大限気遣ってくださったもの）

　アイリーンを信じていいかどうかわからないから、部屋から出さなかった。けれど、アイリーンに対して不埒な真似はしないよう自分を拘束させた。

　自分でも、今の自分の置かれている状況を説明できないのだからしかたない。

　迎えにきた兄から、今度はイアンの手に引き渡される。少し、人から離れて歩こうと言うイアンに連れられて、薔薇の間に足を踏み入れた。

「……いい香りですね。もう終わりの時期だというのが残念です」

　庭園には百種類近くの薔薇が植えられているが、もう最後の時期だ。秋に咲く薔薇は夏と比べると小ぶりの品種のものが多い。アイリーンは華やかな大輪の花が好きだ。

「――ウィリアムと何を話していた？」

　イアンは長兄のことを名で呼んだ。兄とイアンは、実際気が合っているようだ。

　足をとめたイアンが、アイリーンの目をのぞきこんでくる。彼の黒い瞳に映ったアイリーン自身が、生真面目な表情でこちらを見返している。

「いえ。殿下と初めてお会いした夜――兄を呼びに行くべきだったと叱られていました。思っていたより、強力な薬だったみたいですね」

「……あの時は、迷惑をかけた。本当にすまなかったと思っている」

「いえ。でも……殿下は誠実な方だと思いました。殿下が強靭な精神をお持ちだから、私が無事ですんだのだと兄に聞かされるまで気がつかなかったのです」

　あの場に居合わせたのがアイリーンではなかったら。そして、イアンの精神力があれほど強くなかったら。

「たしかに、君を外に行かせてやるべきだった。一晩、付き合わせてしまって、申し訳なかった」

　薬の効果が切れてすぐ、イアンはアイリーンに謝罪に来てくれた。そんなに何度も謝らなくてもいいのに。

「先ほどはレジーナ嬢と話をしていたようだな」

「見ていたのですか？」

「君から、目を離したくないと思って」

「逆ですよ、逆。私が殿下から目を離してはいけないんです」

　どきりとしたのを隠すように、アイリーンはくすくすと笑った。アイリーンから目を離したくないと思ったなんて、一瞬信じてしまいそうになる。

「あの日、殿下がお会いになった方の中には、怪しい人はいなかったのでしょう？」

「そうだな。薬が効き始めた頃合いから逆算したんだが、薬が盛られたと予想される時間には、俺は、新しく学校を作ってほしいという陳情に訪れた人達と会っていた――真っ先に調べてみたが、彼らには俺に薬を盛らねばならないような事情はなかった」

〝夜の女王〟は、摂取から効き始めるまで数時間かかる。逆算すると、イアンが陳情に訪れた人達と顔を合わせていた頃から、支度のために自室に戻った頃がその時間にあたるらしい。

　陳情に訪れたのは三名。一人は息子しかいない。もう一人は、娘はいるが既婚。三人目に至っては、自身がまだ独身で、年頃の姉妹も親戚もいない。

「……となると、いつ、どこで……ということになりますよね」

「早急に手を打つ必要がある」

　近頃この国で流通している媚薬〝夜の女王〟は、もともと隣国、ライネント王国から持ち込まれたものらしい。流通経路がわからないため、今は隣国から持ち込まれる荷物については、特に厳しく監視しているそうだ。

　それから、国境近辺の監視も厳しくしているらしい。それでも、なかなか犯人には到達しないのだから難しい。

「兄達が言うには、持ち込みに関わっているのは元傭兵じゃないかってことだったんですけれど」

　戦争がある時ならばともかく、平時に傭兵という職業は不要なものだ。

　三番目の兄が在籍している侯爵家の私設騎士団のように、常に何人か雇っている家もあるが、それは少数派だ。

　仕事にあぶれた傭兵がすぐに新しい仕事につけるのならばよいが、なかなか難しいものらしい。

　帰ることのできる実家があり、継ぐことのできる仕事がある者はまだなんとかなる。だが、そうではない場合は傭兵時代のたくわえをもとに自分で小さな店でも開くか、傭兵から違う仕事に鞍替えするか、だ。

　いきなり新しい仕事を始めてもうまくいくはずもなく、そういう者達は、犯罪に手を染めることも多々あるのだそうだ。法を犯している者達としても、元傭兵という武力を手にするのは悪いことではないらしい。

「だから、傭兵の方が情報を集めやすいのか。王家の抱える調査部隊も、なかなか有能だとは思っているんだが――」

　イアンは納得した様子だった。足を進めながらも、頭は回転させているらしい。

「だが、それなら君の兄上達に協力を要請して正解だった――あとで、王家の調査員を屋敷に送る。お互いの情報を出し合えば、見えてくるものがあるかもしれない」

「わかりました。伝えておきますね」

　並んで歩いている二人に、招待客達が、遠くからちらちらと視線を投げかけてくるのがわかる。アイリーンはイアンの顔を見上げた。

　前方を見据え、難しい表情で考え込んでいる。遠くから見ている彼女達には、こんな色気のない話をしているなんて伝わるはずもない。

　先ほどレジーナに羨ましがられたことの意味を、改めて理解したような気がする。

「そうそう、君に引き合わせたい人物がいるんだ。数日中に時間を取ることはできないか？」

「私に、ですか？」

「そう。もし、君がよければ彼に君との縁談を持ちかけてみようと思う」

「……縁談、ですか」

　そう言えば、すっかり忘れていたが、イアンと行動を共にする代わりに、彼からアイリーンの好みのタイプの男性を紹介してもらうという約束をしていたのだった。

　いつまでも生家にいるわけにもいかないし、兄の友人達のようにこちらのペースも考えずにぐいぐい踏み込んでくるような相手も困る。

　そういう意味では、イアンの提案はありがたいものではあったけれど、アイリーンはまだ何もしていない。

「でも、まだ私は何もしていませんけれど……」

　イアンに媚薬を盛った人間が見つかるまでの付き合いであり、それが解決してからのことだと思っていた。

「もう君には助けてもらったからね。俺の友人を紹介するというだけの話だから堅苦しく考える必要もない」

「あ、ありがとうございます……」

　どうしてだろう、胸のあたりがずきんとする。

（……変ね。殿下は約束を守ってくださるのにどうして、このあたりがもやもやするのかしら）

　胸のあたりを押さえてみるけれど、その理由は自分でもよくわからなかった。

「では、三日後はいかがでしょう？　その日でしたら、丸一日予定がありませんから」

「わかった。では、手配しておく」

　イアンはほっとしたような笑みを浮かべたけれど、なぜか、上手に笑い返すことができなかった。
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　イアンがアイリーンに引き合わせてくれたのは、アイリーンより二歳年上だという青年だった。

　兄達と比較するといくぶん線は細いが、兄達は職業柄鍛えているので比較対象としては間違っている。

　イアンが外に出るのは何かと不安だということで、顔合わせの場に選ばれたのは、王宮内の一室だった。

「お目にかかれて光栄です、アイリーン嬢」

　そう言って、アイリーンの手を取り、そこに口づける仕草も洗練されていた。

（そうね、こういう方がいいなと思っていたわ）

　彼は、必要以上に急激にアイリーンに近づこうとはしない。

　どうしてイアンはこうも的確にアイリーンの望む相手を見つけ出すことができたのだろう。

　目の前にいる青年は穏やかな微笑みを浮かべ、アイリーンを気遣いながら、話が途切れないようにして気を配っている。

　彼は、伯爵家の次男だという話だった。アイリーンは会ったことがないが、兄達とは会えば会話を交わす程度の仲ではあるらしい。

（そうね、この方ではお兄様達とは気が合わなそう……）

　貴族のたしなみとして、剣術の稽古は最低限行っているそうだ。だが、どちらかと言えば音楽や演劇を鑑賞したり、静かに読書したりする方を好んでいると彼は話してくれた。

　兄の友人達が騒いでいる場に、目の前の彼が入ったらどうなるだろうと想像してみたけれど、あまりうまくいく気はしなかった。

「マクローリー伯爵家の方は皆さん、剣の腕が優れていらっしゃいますね。この間、手合わせをしているところを見て驚きました。皆、騎士団に属されているのですよね」

　アイリーンの家は、貴族の在り方としてはかなり珍しいのは間違いない。目の前の青年も、アイリーンだけではなく兄達にも興味があるようだった。

「剣の道に向かなかった場合はどうなるのですか？」

「祖父の弟が、剣術は苦手だったと聞いています――でも、王宮騎士団所属の医師になったので、剣の側にいたいというのは他の人と同じだったみたいですね」

　剣術が不得手だからといって、馬鹿にされるようなことはない。

　イアンが紹介してくれた青年が気を配ってくれたということもあり、彼との会話は非常に楽しかった。話も弾んだし、アイリーンが望みさえすれば、二人で会おうという話になってもおかしくはなかった。

　――けれど。

　どういうわけか、心が動かない。

（……どうしてしまったのかしら、私）

　心が動かない理由は、アイリーンにもよくわからなかった。こんなにも話が弾んでいるのに、次もまた二人で会おうという気にはならない。

「……では、私はこれで失礼しますね」

　約束の時間が来ると、彼はアイリーンを別室で待っていたイアンと兄のところまで連れていってくれた。だが、次の約束が、彼の口から出ることはなかった。

（……さすが、殿下の引き合わせてくださった方と言うべきなのだろうけれど）

　話は弾んだけれど、次にあえて二人で会いたいというほどではなかった。その点にすばやく気づいた彼は、アイリーンの負担にならないよう、次の約束を取り付けることなく立ち去った。

　アイリーンの望み通りの展開だ。

「アイリーン嬢、彼はどうだった？」

　イアンに問われ、アイリーンはあいまいに微笑んだ。

「いい方だと思いました」

　彼をアイリーンと引き合わせたところを見ると、イアンはアイリーンの想像以上に人を見る目があるのだろう。たとえば、アイリーンに協力を依頼してきただけではない。アイリーンの兄達のことも信頼している。

　――そうよ、私ってば。

　不意にアイリーンは気づいてしまった。なぜ、イアンの紹介してくれた相手に興味を持てなかったのかを。

（……私ってば、ありえないわ！）

　今、まさにこの瞬間その点に気づいてしまって思いきりうろたえた。アイリーンはイアンから視線をそらした。

（信じられない、信じられない……！）

　イアンとは、犯人を見つけるまでの期間だけという話だった。イアンもそれを望んでいる。

　だから、契約期間が終わる前に約束を果たしてくれたのだろう。

（……私ってば、本当に……！）

　思わず手で口を覆ってしまう。

　イアンに、好意を寄せ始めている。いや、きっともう寄せてしまっていたのだ。今までアイリーンが気づいていなかっただけで。

（……ありえないわ！）

　この国の王太子に恋心を持つなんて。ありえない、絶対にあってはいけない。

「アイリーン、お前どうかしたのか？」

「いえお兄様、なんでもないわ」

　ひょっとしたら、顔色が悪くなっていたのかもしれない。兄が顔をのぞきこんでくるのから、アイリーンは慌てて顔をそむけた。

「俺が大変なことを頼んでしまったから、疲れがたまっているんだろう。ウィリアム、アイリーン嬢、今日はわざわざ来てくれてありがとう」

　そこからあとは記憶がすっぽりと抜け落ちている。どうやってイアンに別れを告げ、兄に連れられて屋敷まで戻ってきたのか。

　――自分が、イアンに恋をしているという事実を、どう昇華するか。

　頭の中が、そちらでいっぱいだったから。
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　その日の夜。アイリーンは一人、寝室で頭を抱え込んだ。まさか、王太子に恋をしてしまうなんて。

（これは、やっかいなことになってしまったわ……）

　もちろん、アイリーン自身ぼんやりとした恋愛への興味がないとは言わない。

　たまたま、身近に接する男性の中にアイリーンの好みに合致する人間がいなかっただけだ。

　いつかは、そんな相手に出会えるだろうと思っていたし、イアンが引き合わせてくれた男性も、もっと前に知り合っていたならばきっと好感を持ったはずだ。

　――先にイアンに出会ってさえいなければ。

　深々とため息をつき、意味もなく枕を叩いてみる。そんなことをしてみても、何が変わるというわけでもないのはよくわかっていた。

　でも、それならばどうするべきなのだろう。

（……もちろん、殿下には今後も協力するつもりはあるのだけれど）

　王太子に薬を盛ったというだけではない。そんな薬が国内で出回っているというのも問題だ。

　王宮も懸命に動いているというし、そちらの方はさほど遠くないうちに決着がつくだろうと信じている。

　となれば、下手に動く必要もない。今のままでいいような気もしてくる。

（別に、殿下に迷惑をかけるわけじゃないもの）

　自分から気持ちを告げるつもりはない。イアンからしてみれば、アイリーンなど対象外なのはわかっている。

　だから、アイリーンの方から気持ちを告げることはしない。そう決めてしまえば、あとは楽だった。

（紹介はもう不要ですと言おう。けれど、協力はしますって）

　これ以上、イアンに紹介を頼むのは紹介された人にも失礼だ。きっと、誰を紹介されたところでアイリーンの気持ちは動くことはない。

　その代わり――今後も、イアンへの協力は続けよう。それが終わったら、イアンからは離れるのだ。遠く離れてしまえば、きっとこの気持ちも捨てることができる。
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　イアンがしばらく留守にすることになったのは、アイリーンがイアンへの気持ちを自覚し始めてからすぐのことだった。

　それを告げられたのはイアンに連れられ、観劇に赴く馬車の中だ。

「媚薬を国内に持ち込んでいる組織の拠点が見つかった。俺も、その討伐隊に加わることにした」

「殿下自ら動くことはないでしょうに……」

　つい、不満の言葉が口から漏れた。

　まだ、次の紹介は不要だとイアンに告げることはできていない。今日、話をするつもりだったのだが、こんなことになったのなら、帰ってくるのを待った方がいいだろう。

　アイリーンをたしなめるように、イアンは続けた。

「俺に薬を盛った犯人はまだ見つかっていないだろう。一刻も早く解決したいし、拠点に購入者の記録や手がかりがあればと思ってね」

「出すぎたことを、申し上げました」

「いいんだ。君が俺を気遣ってくれていることはわかっている」

　イアンに微笑まれて、どうしようもなくなってしまう。

　つい先日までは普通に話すことができていたはずだ。だが、自分の気持ちを自覚したとたん、どう振る舞えばいいのかわからなくなる。

（自ら動くことはない……なんて、私が口を出せるはずもないのに）

　アイリーンが頼まれたのは、イアンの側にいて、怪しい人物に目を光らせることだけ。組織の壊滅にイアンがどう関わろうが、アイリーンが口を挟めることではない。

「無事に組織を壊滅させることができたなら、君に話したいことがある」

　イアンに手を取られると、どうしてもドキドキしてしまう。

　二人の間に流れる空気が微妙なものになったのはわかっていたけれど、それをどう破ればいいのかは、アイリーンにはわからなかった。

「……お帰りを、お待ちしていますね」

　もしかしたら、組織を壊滅させたら、アイリーンはもう不要になるのかもしれない。

（そうしたら、紹介はもうけっこうですって言えばいいだけのことよ）

　今、余計な話をしてイアンの集中力をそぐ必要もないだろう。アイリーンは、彼の無事を祈るように胸の前で手を組み合わせた。
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　イアンが出立していって、二日後のこと。

　隠密裏にロウトン侯爵がアイリーンを訪ねてきた。先日、王宮で顔を合わせたレジーナの父親である。

（今まで、侯爵が我が家を訪れたことってなかったと思うんだけど……）

　ロウトン侯爵家とは、個人的な付き合いは存在しない。用件に心当たりはなかったけれど、侯爵の訪問を受け入れることにした。

「お兄様、側についていてくださる？」

「もちろんだとも」

　現在、家長の代行を務めている兄が側にいてくれるのであれば安心だ。

　応接間で顔を合わせた侯爵は、なんだかとても疲れているように見えた。レジーナより色の濃い髪は、半分以上が白髪になっている。昨日眠れなかったのか、目の下のクマが濃い。

（そう言えば、侯爵家のご令嬢も、殿下のお妃候補として名が上がっていたのだったかしら）

　現在、イアンの婚約者候補として三人の名が上がっている。公爵家の令嬢と、侯爵家の令嬢、そして、今目の前にいるロウトン侯爵家の娘、レジーナの姉にあたる人物だ。そこにアイリーンが最近加わったわけだ。

（レジーナ嬢は、父侯爵を厳しい方のように言っていたけれど、私には優しそうに見えるわ）

　娘の交友関係にまで口を挟むような、そんな人物には、アイリーンには見えなかった。

「それで、侯爵。お話というのはなんでしょう？　少なくとも、妹は侯爵がこちらにいらっしゃる理由には心当たりがないようですが」

「……アイリーン嬢には、理由がわからなくて当然です。問題は、我が家の方にあるのですから」

　両手を膝の上で組み合わせている侯爵は、手の震えを押さえつけているようだ。

（どうして、この方はこんなに疲れているのかしら）

　アイリーンが疑問を覚えたのはそこだった。

　少なくとも侯爵は、今、大きな問題となっている媚薬の流入の阻止には関わっていない。彼の領地で何かしら大きな問題が発生したという話も聞かないし、ここまで疲労の色を濃くしているというのは、どこか身体の具合が悪いのかもしれない。

「殿下の婚約を早期に決めようという声が大きくなっている。そして、あなたもその候補者の一人として名が上がっているそうですな」

「……それは」

　アイリーンは黙り込んでしまった。イアンとのことはあくまでも噂にしか過ぎない。

　彼は、アイリーンに縁談の相手を紹介しようとしているだけであり、アイリーンはその代償に彼の身の回りに気を配っているだけ。

　隣にいる兄が、苛立たしげに足を組み替えた。自分より目上の人間に対する態度ではない。このあたりがまだ修行中ということか。

　兄の様子に気づいた侯爵は、けれどとがめる様子は見せなかった。逆に、謝罪の言葉を口にする。

「ぶしつけなことを言って申し訳ない。だが、私が今日ここに来たのは――あなたに警告をするためだ」

「警告、ですか……？」

「長い間、殿下には婚約者がおられた。破談となった今、殿下の妃になりたいと願う者は多い」

　そのことは誰でも知っている。イアンは、幼い頃にライネント王国の王女と婚約が決まった。先日まで留学していたのは、隣国の法制度を学ぶのと同時に、婚約者との仲を深めるためという理由もあった。

「私と殿下は〝友人〟です。噂がどうであれ、その事実は変わりません」

「では、あなたは自分の立場にもう少し敏感になるべきだ。あなたが殿下のお側にいることによって、殿下にも困った噂がついて回ることになる」

　アイリーンは、反論できずに黙り込んでしまった。侯爵の言うことは、すべて正論だ。

　未婚の男女の間に噂が立つのは好ましくない。

　兄もアイリーンも、緊急事態だということを理解し、自分から望んでその立場に身を置いたが、それが周囲にどう見られるかはまた別の話だ。

（……そうよ、この方は何も間違ったことはおっしゃっていない）

　見方によっては、ロウトン侯爵はアイリーンの立場を思いやってくれているわけでもある。

「妹が、殿下に迷惑をかけていると言いたいのか？」

　隣にいる兄が、ますます機嫌を悪くした気配がした。思わず兄の方に手を伸ばしそうになる。

　けれど、侯爵は兄の振る舞いに腹を立てた様子も見せなかった。

「――我が家にも、殿下の婚約者候補がいるから、そのあたりの事情は知っている」

　それは、レジーナではなく、レジーナの姉のことである。侯爵は長女を王子に嫁がせたがっているというのがもっぱらの噂であった。

「……それが、何か」

「あなたが殿下の婚約者候補として見られるようになったのはつい最近のことだ。だからご存じないのだろう――身の安全には、充分以上に気を配るべきだ」

　侯爵の言葉が、あまりにも思いがけないものだったので、つい兄と顔を見合わせてしまう。

「あの、それは――」

「どんな手を使ってでも、王太子妃になりたいと願う者もいる。あなたの本意ではないかもしれないが、候補の一人として名が上がっている以上、身の回りのことにはどれほど注意をしてもしすぎるということはない」

「は、はぁ……」

　まさか、これを言うためだけにこの家を訪問してきたのだろうか。

（……何か、裏があるのかしら）

　ちらりと兄の方に目をやるけれど、今、この場で口を挟むのは得策ではないと判断したようだ。押し黙ってしまっていて、頼りにならないことこの上ない。

「ご忠告、していただいたと解釈してよろしいのでしょうか？」

「そう考えてかまわない。私の目には、あなたはとても不用心なように見える。殿下と交際をしているのでなければ、少し距離をあけた方がいいだろう」

「ご忠告には感謝します、侯爵様。ですが、こればかりは私の一存では決められませんし、兄にもどうしようもありませんので……」

　アイリーンの返答は、相手の受け取り方によってはイアンとの交際宣言に取られてしまったかもしれない。厳しい表情になった侯爵は、それからすぐに引き上げていった。

「……なぜ、忠告しに来てくださったのかしら」

　窓からは、ちょうど侯爵の馬車が門から出ていくところが見えた。それを見ながら、アイリーンはつぶやく。

「ひょっとしたら、侯爵には心当たりがあるのかもしれないな」

「どういうこと？」

「レジーナ嬢、あれでなかなか気が強いらしくてな。欲しいものを手に入れるためには、手段を選ばないらしい」

　だから、侯爵もレジーナではなく、姉の方を王太子に嫁がせたがっているのだと兄は教えてくれた。

「どうして、お兄様はそんな話まで知っているの？」

「王宮の噂話――ってだけじゃないんだな、これが。レジーナ嬢の被害者の周囲から聞いた話なんだよ」

　それは今から数年前のことだったそうだ。とある職人の作る装飾品を欲しがったレジーナは、注文したとある令嬢に、それを譲ってほしいと頼んだのだそうだ。

　けれど、その職人はめったに仕事を引き受けず、引き受けてもらえたとしても数年待ちが当たり前。その令嬢も、母親が成人の祝いに――と、五年も前から依頼をしていたのだそうだ。

　当然、レジーナが欲しがったとしても何年も待たねばならない。

　そこでレジーナは、その令嬢に装飾品を譲らねば、自分達の仲間から追放すると宣言したそうだ。

「仲間から追放って、ちょっと馬鹿馬鹿しいのではないの？」

　それはアイリーンの素直な感想だった。たしかに一部の令嬢達はいつも同じ顔触れで集まっている。派閥というものが存在するのはアイリーンも知っていた。

「そりゃ、お前がそういうのは気にしないからだろ。お前の友人も仲間内だけで固まるタイプではないしな」

　兄の話によれば、レジーナの集まりから追放された令嬢は、レジーナの派閥だけではなく、どこの集まりにも呼ばれなくなってしまったのだそうだ。

　レジーナと仲のよくない令嬢が中心となっている派閥もあるかもしれないが、わざわざレジーナと敵対関係になるような手は打たない方がいい、という判断したようだ。

　社交上の集まりから弾かれてしまったら、ろくな縁談も見つからない。

　そんなわけで令嬢は泣く泣く親の贈り物をレジーナに譲り渡した。そうすることによって、再び社交上の集まりに招かれるようになったのだとか。だが、それ以降レジーナには逆らえなくなったらしい。

「そんなことって可能なのかしら……少なくとも、私は噂すら聞いたことなかったわ」

「そりゃそうだろ。その令嬢はお前の交友範囲には入っていない」

　彼女は貴族の中でも下級に位置する家の人間だそうだ。そういった家の娘が格上の相手に嫁ぐには、どうにかして知り合う機会を作るしかない。

　その主な手段というのが、格上の家の令嬢と仲良くなるか、伝手をたどって王宮に行儀見習いとして出仕するかだ。

　だが、行儀見習いは一度に大人数を受け入れられるわけではないし、王宮に滞在できるのは定められた一時のこと。それよりは、自分より格上の家の娘と親しくなる方が確率が高い。

「でも、レジーナ嬢がそんな卑劣なことをしているって噂になってもよさそうなのに」

「姉の縁談に差しさわりが出ると思ったんだろ。ロウトン侯爵が手を回して、噂を終息させたんだ」

　レジーナの行動は軽率であり、軽率な身内のいる女性は縁談の場では避けられがちとなる。侯爵が手を回したのも当然のことだった。

「だからって、わざわざ私に忠告に来てくださるなんて」

「……侯爵は、自分の娘がそういう行動を取っていると知っているからこそ、お前に忠告に来たんだろう」

　レジーナは父や姉に対して不満があるようであったけれど、侯爵の方はレジーナをきちんと大切に思っているのではないだろうか。娘を諫めるのではなく、アイリーンの方に忠告をしに来たのはどうかとも思うが。

「忠告は、ありがたく受け入れるべき……よね……？」

「殿下から頼まれていることを片付けてしまうまでは、軽率な行動は慎んだ方がいいだろうな。侯爵も警告してくれたわけだから」

　兄の言うことももっともである。

　わざわざ侯爵が、アイリーンのところを訪ねて忠告してくれたのだ。その忠告を無駄にすることもないだろう。
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　イアンが戻ってきたのは、侯爵の訪問から一週間ほどが過ぎたあとのことだった。

　媚薬の流通経路を見つけ出し、中心となって国内に流していた組織を壊滅させることに成功したそうだ。

　イアンが帰ってきた翌日、アイリーンはイアンのもとを訪れた。今日はイアンに同行して外出する必要はなかったけれど、面会の約束を取る分には問題ないのだ。

　アイリーンが通されたのは、王族が客人と面会するために設けられている部屋だった。部屋の中央に置かれているソファに、向かい合って座る。

「お帰りなさいませ、殿下。大変だったそうですね。抵抗が激しかったと聞きました」

　王宮騎士団に所属している次兄がイアンに同行していた。昨日、王宮の騎士団寮ではなく、屋敷に戻ってきた次兄は、現場での出来事を聞かせてくれたのである。

　拠点にいた者達の抵抗はすさまじかった。死者は出なかったし、イアンはかすり傷一つ負わなかったものの、騎士団員の中には負傷者も出たそうだ。

「何名か負傷者は出たが、皆軽傷だ。それより、拠点を潰せた方が大きい。これで、国内への流通を止めることができるだろう」

　イアンが無事に戻ってきたことにほっとした。これ以上、彼に迷惑をかけてはいけない。

　こちらを見るイアンの目に、何か決意のようなものが浮かんでいるのに気付き、アイリーンは困惑した。

（殿下は、何をお話ししようとしているのかしら）

　出かける前にも、イアンは何か話したそうなそぶりを見せていた。今から、その時の話の続きを切り出されるような気がして、背筋を伸ばし、身構える。

「俺が留守の間、問題はなかったか？　君の方が心配だった」

　けれど、イアンは語るのをやめたようだった。話題を変えてしまい、アイリーンも話を切り出すきっかけを失った。

「私の方が、心配だなんて……兄が一緒でしたし、家から出ませんでしたから、殿下がご心配なさるようなことは何もありませんでしたよ」

　アイリーンは引っ込み思案というほどではないが、社交上の付き合いは最小限にしておきたい人間だ。友人の数も多くはない。

　下手に社交の場に顔を出して、イアンとのことを追及されるのは面倒だったし、ロウトン侯爵からの忠告もあった。

　兄も外出を取りやめていたのをいいことに、家に引きこもっていたのである。

（……いえ、こんなことを話しに来たわけじゃないわ）

　結婚相手を紹介してくれるというイアンの厚意を断ろうというのだ。緊張しない方がどうかしている。自分にそう言い聞かせながら、アイリーンは呼びかけた。

「――殿下」

　自分の口から出たとは思えないほど、声がみっともなく震えている。

「私、殿下にお話をしないといけないことがあるのです」

　イアンのことを好きになってしまった。

　けれど、好きになったところでこれ以上の発展が望める相手でもない。そのくらいのことはよくわかっている。

「私に、結婚相手を紹介してくださるというお話ですけれど。あのお話は、なかったことにしてください」

「なぜ？」

　向かい側の席からこちらを見るイアンは、少し怒っているようにアイリーンには思えた。イアンと正面から視線を合わせたくなかったから、うろうろと視線を泳がせてしまった。

「もう、相手が決まった？　もし、そうなら――」

「ち、違うんです違うんです！」

　アイリーンは慌てて顔の前で手を横に振った。イアンはアイリーンの要求はかなえてくれた――充分以上に。

「そ、その……これ以上、紹介していただくのが申し訳なくて。もしかしたら、まだ、結婚したいという気になっていないのかもしれません。先日、紹介していただいた方も、そのあたりを見抜いてらっしゃいましたよね」

　自分の耳が熱くなっているのを実感した。アイリーンは赤くなった頬を隠すようにうつむく。膝の上に置いた手をぎゅっと握りしめ、早口に続けた。

「思っていた以上に、私が殿下の婚約者候補だって噂になっているみたいですし、それって、よくないのではないかと」

　イアンが動いた気配がして顔を上げれば、彼は身を乗り出し、二人の間にあるテーブルに手をついていた。真正面から目をのぞきこんでくる。

「……あの、殿下？」

　せめて震える声は隠すように、できる限りの努力は払った。どうか、心臓がドキドキしているのが気づかれませんように。

「……俺は、君に幸せになってもらいたかったんだ」

　不意打ちでそんなことを言われ、思わず目を瞬かせた。

「私は、充分幸せですけれど……？」

　そう言うと、イアンは困ったような笑みを浮かべた。最近気がついたのだが、この笑みはアイリーンと二人でいる時にしか見せないような気がする。

　テーブルについていたイアンの右手が、アイリーンの手を取る。

　イアンに、こんな風に手を取られたことはなかった。

　イアンはいつだって正しく一定の距離を保ってくれて、だからアイリーンも彼の前では安心していられたのに、いったいこれはどういうことだろう。

「……殿下？」

　至近距離で見つめられ、痛いほどに心臓が早鐘を打っている。頬が熱を帯び、その熱が頭の芯まで浸食してきた。

「……先に言っておかないといけないことがある。俺も同じことを君に話そうとしていた」

「で、でしたら……ちょうどよかったですね……」

　取られた手を引き抜いていいものかどうか。アイリーンにできるのは、ただ視線をさ迷わせることだけ。

「本当に、そう思う？」

　そう問いかけるイアンの声音はとても甘い。思わず手を引き抜こうとしたけれど、彼はアイリーンを逃がそうとはしなかった。

　テーブル越しに、イアンのもう一方の手が伸びてきた。右手をイアンの両手で包み込まれてしまい、アイリーンはますます困惑した。

「……でも」

　声が、弱々しく、みっともなく震えている。目のあたりがじわじわと熱くなっていくのを懸命にこらえようとした。

　別に、ここで涙を流したいわけではないのだ。

「――俺は」

　耳元に口を寄せてささやかれる。彼の声は、初めて顔を合わせた夜に聞いたのと同じくらい艶めかしかった。

「俺は、君が欲しい」

　今、なんて言われたのだろう。信じられなくて、目を瞬かせた。

「……殿下？」

　こわごわと見上げれば、彼は耳まで赤くなっている。今の状況をどう整理したものか、アイリーンもまた困惑から抜け出せなくなった。

「い、今、なんて……え？」

　自分の置かれている状況が理解できず、せわしなく目を瞬かせ、きょろきょろし、ついでのように手を引き抜こうとしてみる。

　けれど、イアンの手はがっちりとアイリーンの手を包み込んでいて、びくともしなかった。

「本当に、君は」

　小さく笑う声がしたかと思ったら、手が解放される。アイリーンの隣に移動してきたイアンは、表情を柔らかくしてアイリーンを見つめた。

　距離が近い。こんなにも近くまで来る必要はないだろうに。

「赤くなってる」

「な、何、な、何をっ」

　あまりにもさりげなく頬に触れられ、アイリーンは飛び上がりそうになった。赤くなってるって、頬のことだろうか。

　思わず自分の両手で頬を押さえる。触れたその場所は熱くなっていて、赤くなっているという意味を理解した。

「なんてことを言うんですか……」

　こちらは泣き出したいくらいなのに、イアンは違う。愉快そうに目をきらめかせ、彼は真正面からアイリーンの顔をのぞきこんできた。

　視線をそらそうとしても、そらした先からのぞきこんでくる。

「あの時の君は、落ち着き払っているように見えたのに、今は違うんだな」

「あ、あの時って」

「俺がテラスから君のところへ落ちた時」

　それは、彼が薬を盛られていた時のことではないだろうか。

「あ、あの時は――もう、あの時のことは忘れてください……！」

　あの時は、目の前に落ちてきたイアンを介抱することしか考えていなかった。

　だからいろいろと問題発言をしてしまったわけであるけれど、あの時のことはできれば忘れてほしい。

「あの時の君は、とても落ち着いていて、俺は君に救われた」

「当然のことをしただけです――誰だって、きっと同じことをするでしょう」

　イアンは首を横に振る。

「君のように、俺をそっとしておいてくれる人はいない。あの時の俺は、君の方から触れられたら、たぶん、君に襲いかかっていた」

「……それは、殿下が鉄の意志をお持ちだからでしょう。私に、不埒な真似はしない、と。私でなくても、殿下は一晩耐えきったと思います」

　あの夜のことを、こんな風に話していていいのだろうか。そう思ったけれど、彼をとめることはできなかった。

「たぶん、俺はあの時君を気にするようになったんだと思う。伯爵邸で会った君は、とても穏やかで、一晩付き添った事実を、特に強調しようともしなかった」

「……それは」

　それは、アイリーンが当然のことをしただけだからだ。別に、あの夜のことを盾にしてイアンに迫ろうとも思っていなかった。

「君に友人を紹介した時、最初のうちはうまくいけばいいと思っていた。それが君の幸せになるのなら、と」

　けれど――とイアンは続ける。

「あの時、交際には発展しないと聞いて、心の中でほっとしている自分もいたんだ。もう少し、君と一緒にいることができる――けれど、いつまでもこのままではいられないとも思った」

　組織の壊滅を急ぐようにしたのは、アイリーンと話をするためだったそうだ。

「アイリーン嬢。俺は君が好きだ――どうか、この気持ちを受け入れてほしい」

「……どうしましょう」

　間違いなく、イアンにとっては一世一代の告白だったはずだ。けれど、アイリーンの口から出てきたのは、そんな間の抜けた言葉でしかなかった。

「……私、どうお答えしたらいいんでしょう？　こういう事態は、まったく想定していなかったので、解決策が思いつきません」

　今まで冷静に振る舞っているようにイアンの目に映っていたならば、それは、アイリーンが先の展開を予想することができていたからだ。

　予想できうる事態ならば、冷静に対処することができる。だが、このように想定外の展開になってしまったとたん、どう対応したらいいかわからなくなるのだ。

「君はただ、『はい』と言えばいいんだ。俺のことを、受け入れてもいいと思うなら」

　いつか。いつか、素敵な人に出会い、恋に落ちるのだと思っていた。

　出会った瞬間、恋に落ちて。けれど、相手はアイリーンのペースに合わせてくれて、こちらの領域にずかずか入り込んでくることもなくて。それでも気持ちが成就する。

　ひょっとしたら、世界にはそのような事例もあるのかもしれないけれど、少なくともアイリーンには必要なかった。

「――はい」

　素直にそう返せば、今まで以上に頬に熱が集まるのを実感した。

「殿下？」

　両肩に手がかかって、思わず彼を呼ぶ。

「イアン。君には名前で呼んでもらいたい」

「イアン……様」

　震える声で彼の名を呼んだ次の瞬間、唇に唇が重ねられる。思っていた以上に、初めてのキスがドキドキするということを、この時アイリーンは実感させられた。
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第五章　初めての夜は熱く甘く












　イアンと気持ちを確かめ合ったものの、婚約の発表は当面控えることにしている。

　王家から両親に打診してもらっているのだが、二人とも国外にいるから返事が来るまでまだしばらくかかる。

　イアンに何か問題があるならばともかく、容姿端麗、品行方正な好青年だ。両親も喜んで受け入れるだろう。

　だが、イアンとの縁談に、兄はいい顔をしなかった。

「どうするんだよ、お前の身にも何かあるかもしれないぞ」

「私の身にって？」

　居間のソファにだらりと寝そべり、兄はアイリーンの方をじろりと見やる。

「お前、変なところで無頓着なんだな。殿下に一服盛って、既成事実を作ろうなんて考えるようなやつを相手にしてるんだぞ。今度はお前の方を害してやろうとする可能性だってあるじゃないか」

「殿下だって、きちんと考えてくださっているわよ。だから、まだ正式に婚約を発表していないのでしょう」

　イアン自身の手によって組織は壊滅させられたとはいえ、イアンに薬を盛った張本人はまだ捕まっていない。

　今、組織の拠点から持ち出してきた購入者リストをもとに、王宮の方で調べを進めている。記録を残していたのは、何かあった時に脅迫の材料とするためではないだろうかという話だった。

「……もう、使いきっているのだったらその心配もしなくていいのでしょうけれど、確信は持てないし」

　今までなかなか組織の全容をとらえることができなかったのは、顧客の中にかなりの有力者がいて、事前に調査をもみ消していたからという理由もあるらしい。

「やっぱり、俺は反対だ。ヴィクターもネヴィルも王家に嫁ぐのは反対だと言っていたぞ。殿下自身に不満があるわけじゃないけどな」

「それは、お兄様達のお気持ちでしょう？　私が行き遅れてもいいというの？」

　こうやって兄と二人、日当たりのいい居間で過ごす時間は嫌いではない。

　薔薇のシーズンも終わってしまい、気温はだいぶ高くなってきたが、窓を大きく開けておけば、心地よい風が吹き抜けていく。

　それなのに、兄はアイリーンの機嫌を損ねようとしているかのように、話を続ける。

「だって、王宮だぞ？　王太子妃だぞ？　それより、俺達の友人の誰かの方が気楽じゃないか」

　その言葉には、アイリーンは口を閉じてしまった。

　たしかに兄の友人達は気のよい人が多いし、彼らとならばさほど気を張らずに暮らすことができるのかもしれない。

　アイリーンが望みさえすれば、彼らの中から縁談を決めることはもちろん可能だ。だが、それではだめなのだ。

「お前が王宮に入ってやっていけると思えないんだよ……」

「それは、私が頑張るしかないわ」

　たしかにイアンとの生活は、楽とは言いがたいだろう。今までのように気楽に過ごすことができなくなるのもわかっている。

　――けれど。

　それでも、イアンのことを好きになってしまったのだからしかたがないではないか。

　好きになってしまった以上、努力はすべきだ。

「けどなあ……」

「諦めてください、お兄様。それより、手を貸していただきたいのだけれど、それは嫌かしら？」

「いや、もちろんかまわない。何を頼みたいんだ？」

「王宮での舞踏会に参加することになっているでしょう。殿下にいつも以上に注意した方がいいと思うの」

「わかっている。手はもう回してある」

　次兄は王宮騎士団所属だし、三兄は王宮に出入りする高位貴族の私設騎士団所属だ。おそらく二人が当日の舞踏会に参加できるよう、それぞれの上司にもう話を通しているのだろう。

「さすがお兄様、頼りになるわ」

　にっこりとすれば、ソファにだらしなく転がっている兄も表情を緩める。

（お兄様達が来てくれるのであれば、安心ね）

　犯人をあぶりだすには、王宮の舞踏会は絶好の機会だ。きっと、イアンもその日に決着をつけるつもりでいるだろう。
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　前回、イアンを一晩匿った部屋に落ち着き、アイリーンは自宅から持ってきたドレスを取り出した。

（そろそろ、着替えを手伝ってくれる人が来るはずなんだけど）

　アイリーンは王宮に宿泊することになっているので、身支度も王宮で雇っている侍女が手を貸してくれることになっている。

　やがて入ってきた侍女が、前回とは違う人なのに気がついてアイリーンは目を瞬かせた。

（どこかで見たことある……気がするのだけれど）

　制服を身に着けた侍女の顔に見覚えがあるのに、どこで見たのか思い出すことができない。

「あなたにお願いするのは初めてよね？」

「……はい」

「そうよね、そう思ったのよ」

　ひょっとしたら、どこかの会で顔を合わせたことがあるのかもしれない。王宮には、下級貴族の娘が行儀見習いの名目で働きにやってくることがある。

　行儀見習いと言いつつ、実際は婚活だ。洗濯場や掃除などの力仕事は別だが、王宮に宿泊する客の身支度を手伝う役は、それなりに身分のある家の娘でないとなることができない。

　そのため、自力で縁談を見つけることができなかった者が、伝手をたどって王宮に務めることもあるのだ。制服によってどこに配属されているかわかるから、王宮に出入りしている若い貴族達も、結婚相手として見てくれる。

　入ってきた侍女は、てきぱきとアイリーンの身支度を調えてくれた。

「あなた、このお仕事は長いの？」

　アイリーンに問われ、侍女は肩を跳ね上げた。

（そんなに返答に困る質問をしたかしら……？）

　アイリーンの支度を手伝ってくれる時はてきぱきとしているのだが、どこかびくびくしているのが気にかかる。今だって、さほど返答に困るような質問はしていないはずだ。

「いえ、長いというか辞めたのですが、今回は手が足りないということで呼ばれたんです」

「そうなのね。手伝ってくれてありがとう」

「いえ。舞踏会までは長いですし、軽く何か召し上がりますか？」

「そうね、お願いしてもいい？」

　かしこまりました、と頭を下げて彼女は部屋を出ていき、銀のトレイの上に焼き菓子とティーセットを載せて戻ってきた。

「ありがとう、もういいわ」

「あの――お茶は、召し上がらないのですか？　温かいうちに」

「ええ、そうね。ありがとう」

　彼女が見ている前で、ティーカップを口に運ぼうとする。相手がアイリーンから目を離さないようにしているのを見て、カップをソーサーに戻した。

　妙に肩に力の入っていた彼女から、ふっと力が抜ける。

（……ひょっとして）

「ごめんなさい、やっぱり、いいわ。お兄様に話をしておかないといけなかったことがあるの。戻ってきたらいただくわね」

「あ、温かいうちに召し上がった方が」

　立ち上がったアイリーンを彼女は引き留めようとする。

（……なるほど）

　アイリーンは、彼女の方を見て、口角を上げた。

「――では、あなたに話しておきたいことがあるのだけれど。そこに座ってくださる？」

「いえ、私は、そこに座るだなんて」

「いいから、お座りになって」

　ここで彼女を逃がすわけにはいかない。引き留めたのは、アイリーンの勘でしかなかった。

　強引に彼女を座らせると、アイリーンはまじまじと相手の顔を見つめた。

「――どこかで見たことあると思ったけれど、あなた、レジーナ嬢のお友達でしょう。なぜ、侍女のふりをしてここにいるの？」

「……ふりじゃありません。手が足りない時には、呼び戻されることもあるんです」

「でも、私の面倒を見てくれる人はいつも同じ人だった。どうして今日に限ってあなたが来ているの？」

「――そ、それは」

　うろうろと彼女の視線がさ迷う。後ろめたいことのある証拠だ。アイリーンはなおも、続けた。

「あなた、知らないの？　殿下が媚薬を密売していた組織を壊滅させたの。そこで購入者のリストを入手したって。ひょっとして、あなたの名も載っているのかしら」

　今、購入者を順にあたっているところだ。彼女の名がリストに載っているとは限らないが、こううろたえているのならば、心当たりがあるはずだ。

「私にも、何か薬を盛ったのかしら？　――まあ、いいわ。このカップを調べてもらうから。でも、罰せられるのはあなた一人でしょうね。リストに残っているのは、あなたの名前だもの。すべて話してくれるのなら、きっと殿下もあなたを許してくれるだろうけれど」

　立ち上がり、カップを手にアイリーンは部屋を出ようとする。

「ま、待って！　話す！　全部話すわ！」

　慌てた様子の彼女は、アイリーンを引き留めるのに大声を上げた。くるりと向き直ったアイリーンは、彼女が嘘をついていないであろうことを判断すると、元の位置に戻る。

「……話してくださる？」

　にっこりとして、アイリーンはティーカップをテーブルに戻す。そして、相手の話を聞く体勢を取った。
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　舞踏会の会場には、多数の人が集まっていた。

（……そろそろかしら）

　前回は、このくらいの時間に抜け出し、休憩場所に行ったのだった。アイリーンはちらりと兄の方に目をやる。

　長兄は、こちらを見てわずかに眉を上げた。大丈夫だ。アイリーンがどこにいるのかちゃんと把握してくれている。

　ついで次兄。彼は壁際にいた。

　次兄は今日は広間の警護担当だ。騎士団員の制服では威圧感があるため、貴族としての正装に身を包んでいる。何か問題が発生した時にはすぐに飛び出すが、問題が起こるまでは存在感を完全に消しているのだ。

　三兄は、というと――。こちらは、主である侯爵とではなく、イアンの側にいる。

　侯爵の護衛では広間に入ることはできないから、今日は休暇扱いだ。イアンの友人として招待されたという建前だ。

（……大丈夫そうね。イアン様も）

　イアンの側には三兄もいるし、問題はなさそうだ。

　頃合いを見計らって、アイリーンは口元に手を当てた。気分が悪くなったように見えればいい。

「この部屋、ずいぶん暑くないかしら？」

「そう？」

　側にいた友人に話しかけてみるものの、彼女はなんともないようだ。アイリーン一人が暑く感じているとこれで印象付けられる。

「少し、休憩してくるわね。あちらの部屋には冷たい飲み物もあるでしょうから」

「また後でお話をしましょうね」

　側にいた友人に、休憩場所に行くと告げてから広間を出る。

（……休憩所には、誰もいないわよね）

　休憩にはまだ早い時間だったため、前回同様、ここには誰もいなかった。

（やっぱり、ここは冷たいものがいいかしら。体温が上がっているのなら、冷たいものを取るのが自然よね）

　前回食べそびれてしまったレモンシャーベットと、バニラのアイスクリーム。それに口直しのビスケットを一枚。冷たい紅茶をグラスに注ぎ、前回と同じようにテラスへと出る。

（前回は、上から殿下が降ってきたのよね）

　人づきあいが面倒だからと前回はここに逃げてきたのに、今回はまったく違う。

　外に出ると、空気はひんやりとしていた。遠くの方から、円舞曲が流れてくる。

　周囲の様子は気にとめていないふりをしながら、レモンシャーベットを口に運んだ。冷たくて甘酸っぱい。シャーベットの冷気が、頭をしゃきっとさせてくれるようだ。

　扉の開かれる音がして、振り返ってみれば、入ってきたのは若い男性だった。

「――アイリーン・キャヴェンディッシュ嬢？」

　アイリーンの名は知っていても、姿形については知らないらしい。

「ええ、そうですが――？　ごめんなさい、私……気分が悪くて。少し、ここで休んでいるところだったんです」

「それはよくない。お部屋までお送りしましょう」

「……よろしく、お願いします」

　皿によそった軽食はそのままその場に残し、アイリーンは青年に腕を掴まれて立ち上がった。

（……ずいぶん、手荒に引きずるのね）

　こちらは気分が悪いと言っているのに、青年はアイリーンの足に合わせてくれるつもりはないらしい。腕を掴まれ、引きずるようにして連れていかれたのは、どこかの貴族の宿泊部屋だった。

「ここ、私の部屋ではありませんよ……？」

「ここでいいんだ」

　腕を引きずられてベッドの方まで連れていかれ、そのままそこに放り出される。アイリーンの肩をベッドに押し付け、上にのしかかってきた青年は、アイリーンの顔を見て、首を傾げた。

「……お前、ずいぶんおとなしいんだな」

「おとなしいって？」

「男が欲しくて、しかたなかったんじゃないのか」

「――はい？」

　あまりな言い草に、思わず妙な声が漏れる。

「男が欲しくてって、どこでそんな話になったのでしょう？　私は、今の自分に満足していますし、必要ありませんが」

「――聞いていた話と違う！」

　舌打ちをした青年は、それでもアイリーンの身体を離そうとはしなかった。

「ようは既成事実を作ればいいんだろ？」

　ベッドに押し倒されている段階で、彼がその気なのは間違いない。

　最悪の事態になる前に助けが来るのは把握しているが、アイリーン自身と青年の身の安全のためにも、おとなしくしてもらった方がいい。

「やめておいた方がよろしいと思いますけれど……たぶん、私は薬物を盛られて無抵抗だから、好きなようにしてしまえとかなんとか言われているのですよね？　ですが、私は薬物は摂取していません」

「――だ、だから既成事実を」

「全力で抵抗しますけれども？　私の家が、マクローリー伯爵家であることはご存じですよね？　まさか、この状況から逃げ出すことができないとでも？」

　言われて彼は、アイリーンが国内随一の武闘派の家族であることにようやく思い至ったようだった。ぎょっとした顔になった彼の手から力が抜ける。

　その隙にアイリーンは抜け出そうとしたけれど、思い返したように彼はアイリーンの肩を押さえつけてきた。

「――力で、男にかなうとでも思っているのか」

「やめておいた方がよろしいかと。私は兄妹唯一の娘です。私の身に何かあれば、兄達が許しませんよ」

　兄達の名を出すと、男はまたもやひるんだようだった。アイリーンはなんとか男を説得しようとする。

「ほうってはおかないって」

「私に何かあったら、相手の男性から〝切り落とす〟そうです」

「……」

「何を指すのかは存じませんが、それが男性にとっては大変なことだということは知っています」

　アイリーンの言葉に、男の顔にぞっとしたような表情が浮かぶ。アイリーンがそっと相手を押しやると、今度は解放してくれた。

（どうやら、男性にとっては、ものすごく重大なことのようね……！）

　兄達の話から知ってはいたが、まさかここまで絶大な効果があるとは。

「……そこに、お座りになって？」

　なんだか、つい最近同じような話をしたなと思いながら、青年に声をかける。うなだれた彼が、側に置かれていた椅子に腰かけようとした時、部屋の扉が勢いよく開かれた。

「――無事か！」

「無事です、殿下」

　扉を開け放ったのはイアンだった。そして、その後ろにいるのはレジーナだった。

「ほら、殿下。ここで密会――え？」

　レジーナは、間の抜けた声を上げた。

「……わかりやすいですね、レジーナ嬢。私が殿下に愛想をつかされればいいと思ったのでしょう？　自分の欲しいもののためには手段を選ばない方とも聞いていましたけれど、これはいけません」

「もう一度俺に来るかと思っていたら、先にアイリーンを排除する方を選んだか」

　こちらに近づいてきたイアンが、アイリーンの手を取って立ち上がらせる。

　もちろん、彼が側にいてくれるのはわかっていたけれど、その手の温かさにほっとした。

「で、でも！　男と二人で部屋にいたのにはかわりがないでしょう」

「あー、レジーナ嬢。それはないんだな。アイリーンが連れ込まれるのは俺達が見ていたし、何かあったら飛び込めるようにここで待機してたから」

　レジーナの声に、隣室のドアから顔をのぞかせたのは三兄だ。部屋には、三兄同様、騎士団の制服ではなく、自前の正装に身を包んだ同僚がいた。

　そして、廊下の向こう側からは、次兄と王宮騎士達がやってくる。

「俺達もここから見てたぞ。アイリーンを連れ込んだのはその男。連れ込んで五分ってところじゃないかな」

（ずいぶん、大ごとになっているんじゃないかしら……！）

　立ち上がり、皺になったスカートを引っ張って伸ばしながら、アイリーンは嘆息した。

　先ほど、侍女がレジーナの手の者だと気づいてすぐ、兄達を呼んだのだ。

　侍女が紅茶に媚薬を入れたのは彼女の証言から理解したから、誰かが近づいてくるのを待っていたけれど、まさか、こんな形になるとは想像もしていなかった。

「〝切り落とす〟と言われたら、誰だって、ぞっとしますよ……」

　椅子に腰を落とした青年が呻くのが廊下まで聞こえてくる。

　青年の言葉に、その場にいた男性全員が、アイリーンにぎょっとしたような目を向けた。

「だ、だってお兄様達話してたじゃない！　男性を反省させるならそれが一番だって！」

「なんで、お前がそんなこと知ってるんだ！」

「お兄様とご友人の声が大きいからでしょう？　離れを使ってくださる気遣いはありがたいけれど、私の部屋にまで声が届いていることを気づいてないのでしょう」

　真っ赤になって、アイリーンは説明しようとした。だが、言葉を重ねれば重ねるほどぼろが出てきてしまうようだ。

「……アイリーン、お前とは一度じっくり話をした方がよさそうだな」

　長兄が情けなさそうに首を振る。

　なんでだろう、なんでそんな言われ方をしなければならないのか納得いかない。

「……君は、そのままでいい」

　イアンがアイリーンの腰に手を回す。

「レジーナ、お前、何をやったんだ！」

　王宮騎士団の団員に案内されたロウトン侯爵が、大慌てでこちらに近づいてくる。けっして狭い部屋ではなかったけれど、あっという間に一杯になってしまった。

「……何よ、なんでこんなことになっているのよ」

　レジーナが呆然とした様子でつぶやく。次兄が、レジーナに手を差し伸べた。あくまでも優雅に――けれど、彼女はこれから王宮の一室に連行されて、そこで状況を確認されることになる。

　レジーナと侯爵が立ち去るのを見送り、長兄がこちらへ振り返った。

「殿下、妹を頼みます。もう、心配する必要はないでしょうから」

「わかった。一晩預かる。明日、屋敷の方に送り届けよう」

「――わかりました」

　兄達はイアンに向かって深々と頭を下げる。これで終わったのかとアイリーンは安堵した。
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　アイリーンが連れてこられたのは、王宮内でも奥まったところにある一室だった。

　疲れただろうと侍女の手に預けられて風呂に連れていかれ、上がってみれば用意されていたのは、最高に肌触りのよい寝間着とガウンだった。寝間着の上からガウンを羽織り、元の部屋に戻ってくれば、イアンもどこかで入浴をすませてきたようだ。

　まだ水気の残っている前髪が額に張り付いているのが、妙に色っぽい。

（どう見ても、ここはイアン様のお部屋よね……！）

　風呂上がりに渡されたのは、気持ちを落ち着ける効果のあるというカモミールティーにミルクと蜂蜜を足したもの。おとなしくそれを口にすれば、蜂蜜の柔らかな甘みがほっとさせてくれる。

「……あの時、相手の男をどうにかしてやろうと思った」

「――それはどうかと思うのですが」

　アイリーンはおとなしくベッドに入り、背中に枕をあてがって、まるで病人だ。イアンはその側の椅子に座っていて、彼との距離はとても近かった。

「忘れてもらいたいことが、また一つ増えてしまいました……」

　カップの中身を少しずつ飲みながら、アイリーンは嘆息する。

　淑女らしからぬ語彙であるのはわかっていたし、だからこそ、使わないようにしてきたのに。イアンの前で、みっともないところを見せてしまった。

　兄達のことは愛しているし、兄達の友人だって気のいい人ばかりだというのもわかっている。だが、覚えなくていい語彙が増えてしまったのは彼らの影響なわけで、どうしようもなくもやもやとしてしまうのだ。

「……俺は、忘れたくないな」

　空になったアイリーンのカップを取り上げ、イアンはテーブルの上に置く。

「あの時、大騒ぎにならないですんだのは君が適切に対応してくれたからだろう。君に知識がなかったら、きっと大変なことになっていた」

「そうでしょうか？」

「もちろん。今日は、疲れただろう。ゆっくりとお休み」

　イアンの唇が額に触れる。目を閉じてそれを受け入れたけれど、それだけでは足りないと思ってしまった。

（……私を受け入れてくれたもの）

　アイリーンが口を滑らせても、イアンは嫌ったりしなかった。ただ、離れがたくて、イアンの袖を掴む。

　額に口づけたイアンは、立ち上がろうとしたけれど、アイリーンに袖を掴まれていては立ち上がることもできない。

「アイリーン？　それでは、立つことができない」

「だって」

　今日は、なんだかこのままイアンには立ち去らないでいてほしかった。イアンに迷惑をかけるつもりはないけれど、まだ、もう少し側にいてほしいと願ってしまったのだ。

「……このまま、そっとしておこうと思ったのに」

　嘆息交じりにイアンがつぶやき、そのままベッドに乗り上げる。寝台がきしんだかと思ったら、イアンの腕の中に抱え込まれていた。

「わかってる？　君の方から俺を誘っているということを」

「……え？」

　背中に片方の腕が回されて、イアンの身体にぎゅっと押し付けられる。互いの心臓の音が重なり合って響いた。イアンの鼓動も、アイリーンのそれと同じくらいに速度を上げている。

「――んっ」

　背中に回されていない方の手が顎にかかったかと思ったら、そのまま口づけられた。今までかわした、ただ唇を触れ合わせるだけのものとは違う。

　驚愕する間もなく、唇の間にイアンの舌が潜り込んでくる。ぬるりとした感触に、思わずイアンを突き飛ばしそうになった。

　けれど、イアンが突き飛ばされるはずもなく、濡れた舌で舌をまさぐられ、アイリーンの舌は怯えて逃げ回る。それでも強引にからめとられて、右に左にと揺さぶられた。

「んっ――ん、ぅ」

　なだめるように背中を手が上下し、お互いの呼吸と唾液が混ざり合う初めての感覚に頭がくらくらし始める。

　アイリーンの抵抗がやんだのを見透かしたかのように、イアンは片方の手を胸に滑らせてきた。薄い寝間着は、彼の手を阻むことなどできなかった。

　柔らかな膨らみを愛でるように、彼の手は大きくゆっくりと円を描く。

「……あっ、イアン様……だめ、そん、な……」

　もちろん、そんな場所に触れられたことなどあるはずもない。寝間着の上から刺激され、先端がつつましやかに主張を始める。

　その間も口づけは容赦なく深められていて、未知の愉悦が指の先までじんわりと侵食し始めた。

「誘ったのは、君の方だ――それに」

「――あっ！」

　不意に喉元に強く吸いつかれ、戸惑った声が上がる。ちりっとした鈍い痛みが走り抜けた。

「あの時、君のことで頭がいっぱいだった――頭の中では、ずっと前にこうしていた」

　乱暴な手つきで寝間着の前がはだけられ、肌が空気にさらされる。身体を捩ってイアンの目から少しでも隠そうとすれば、肩を掴んで引き戻された。

「想像していたより、ずっと綺麗だ。アイリーン」

　こんな時に、そんな風に名前を呼ばれるなんて、どうしたらいいかわからない。たしかに羞恥の念は覚えているのに、身体の奥がどんどん熱を帯びてくる。

　首筋に口づけたイアンは、さらに下の方へと降りてくる。鎖骨に沿ってキスの雨を降らされ、時々ぺろりと舐められる。

　いつの間にか両手が胸へと伸びていて、先端を指で摘ままれた。そのままぐにぐにと左右に捻られて、未知の甘やかな痺れが腰のあたりを揺蕩う。

「――やぁ、ん……あっ、あぁっ！」

　耐えられない――そう思うのに、止まらなかった。身体の両脇にだらりと垂らされた手は、強くシーツを掴んでいた。

「……イアン様、私……」

　身体中がふわふわする。誘うつもりなんてなかったのに、どうしてこんなことになっているのだろう。

　――けれど。

　嫌ではなかった。それはきっと、アイリーンもイアンに触れたいと思っていたから。

「……あんっ！　やだ、それ、だめ……へん、へん、になるから……」

　右手が足の間に潜り込んできた。秘めておくべき場所を撫でられ、今までとはまた違う刺激に身を震わせる。

「大丈夫。変じゃない――君が俺を欲しいと思ってくれている証拠だから」

　腿の内側をさっと撫でられたかと思ったら、下着を留めていた紐が簡単に解かれる。自分でも何をしているのかよくわからないまま、アイリーンは腰を浮かせてイアンに協力していた。

「――待って！　待って、イアン様！」

　たしかにイアンに協力はしたが、いきなりの事態に頭がついてこない。

　両膝を掴んで大きく開かれたかと思ったら、間にイアンの顔が沈み込んだ。

「だめ――だめですって、ば……あんっ！」

　そんなところに口づけられるなんて想定外だ。

　ぬるついた感触が弧を描くように花芽をちろちろと舐め上げ、アイリーンは腰をくねらせて身悶えた。自分でも知らなかった。

　一番弱いところを硬く尖らせた舌先でつつかれ、身体の奥から何かが溢れそうな感覚が押し寄せてくる。

「いやぁ……だめ……ん、あぁんっ」

　みっともないところは見せたくないのに。ぶるぶると下肢が震え、身体の中心から、悦楽の塊が急激に背筋を駆け上ってくる。

　その塊がぱあんと弾け、高々と嬌声が響き渡った。力の入っていた手足から急激に力が抜け、くたりとシーツの上に全身を投げ出す。

「……も、う……？」

「いや、まだだ。もう少し君を慣らしてからでないと」

　今度は、中に指が押し込まれてくる。イアンは慎重だったし、それは痛みを覚えるようなものではなかったけれど、異物感に眉が寄る。

「んっ……あっ……」

　それでも指を抜き差ししているうちに、イアンはアイリーンの感じる場所を見つけ出したようだった。立て続けに快感を覚える場所を中から指で抉られ、再びシーツの上で身悶えた。

「あっ……や、あっ……また、きちゃう……！」

　再び、教えられたばかりの悦楽に襲われて、アイリーンの身体が跳ねた。

　満足そうに口の端を上げたイアンは、片手で器用に身に着けているものを脱ぎ捨てる。

「……イアン様？」

「この間は、自制が効いたが、今日は効きそうにもない」

　濡れた場所に、熱いものがあてがわれる。

　それが何なのかわかっていたし、ここで一線を越えてしまったら戻れないことも承知していた。

「い……あっ……」

　肉体の中心を引き裂かれるような感覚。思わず下肢に力をこめてしまう。

「アイリーン、力を抜いて」

「でもっ」

　どうしたって力が入ってしまうのだ。するとイアンはアイリーンの右手に自分の左手を重ねてきた。指を絡めて握られ、額に口づけを落とされる。

　はっと息をついたその瞬間、一気に奥まで貫かれた。

「い……痛い……！」

　熱く脈動する肉杭が身体の奥まで埋め尽くしている。衝撃は一瞬であったけれど、あまりの痛みに目じりに涙がにじんだ。

「……ごめん」

「大丈夫……です……たぶん、時間をかけたら、きっともっと痛かったと思うので」

　取られていない方の手を、イアンの背中に回す。二人の間の境界線が、消えてしまったようにも感じられた。

「……動くよ」

「だ、大丈夫だと思います」

　イアンがゆっくりと腰を引き、アイリーンの様子をうかがいながら再び押し込んでくる。身体がぶつかり合う度に、熱い白い波のようなものが立て続けに身体の隅々まで走り抜けていく。

　イアンはアイリーンの額に口づけ、頬にキスを落とし、そうしながらも律動を止めることはなかった。

「ん……あ、あぁぁっ！」

「君が好きだ、アイリーン」

　低い響きのある声が耳の奥に甘く滑り込んできて、アイリーンの意識を押し流そうとする。

　同じ言葉を返そうとした時、身体の奥で熱いものが弾けた。

















第六章　ありのままの未来をあなたと












　イアンがレジーナの父であるロウトン侯爵を王宮に呼び出したのは、事件が起こってから数日後のことだった。

　王と王妃は、今回の始末はイアンに任せることとしたそうだ。イアンもそれを了承し、今日は巻き込まれた被害者であるアイリーンも事情を聞くために同席させてもらっている。

「……大変、申し訳ないことをいたしました」

　入ってくるなり、侯爵はイアン、ついでアイリーンに頭を下げた。イアンはともかく、アイリーンは深刻な被害を受けたわけではない。

「私は娘の育て方を間違えたのでしょう。娘は欲しいものはどんな手段を使ってでも手に入れようとした。それをわかっていながら――」

　そこまで口にして、侯爵は言葉に詰まってしまう。苦悩の色を濃くして、彼は再び深々と頭を下げた。

「購入者リストにレジーナ嬢の名が残っていなかったのは、代理の者に購入させたから――ですね」

「お恥ずかしいことに、娘は私が思っていた以上に、多数の人を巻き込んでいたようです」

　レジーナは、自分の手を汚すことはしなかった。

　薬物の入手に使ったのは、レジーナには逆らえない立場の人間。

　アイリーンに直接関わってきたのは一人だけだったけれど、薬物の入手方法を探り出すのに手を貸した人間や、レジーナの手の者が王宮での臨時働きに入れるよう手を貸した者もいたらしい。

　王宮での臨時働きは、かつて王宮に務めていた者に限られている。実際のところ、行儀見習いの間に縁談がまとまらない方が少ないため、王宮での臨時働きはなり手が少ない。

　そのために、レジーナの息がかかった人間を潜り込ませるのは難しくなかったようだ。

「未婚の女性まで、巻き込んでいるとは思ってもいませんでした」

「私はよく知らなかったのですが、レジーナ嬢を恐れている人は多かったようですね」

　レジーナに脅されて薬の購入及び混入に手を貸した令嬢は、結婚相手を探すために侍女になったものの相手が見つからないまま行儀見習いの期間を終えた。焦りからレジーナの言うことを聞かねばならないと思ってしまったらしい。兄から教えてもらった両親からの贈り物を奪われたというのも彼女だったそうだ。

「彼女は、レジーナ嬢を告発するのに手を貸してくれた。俺に薬物を飲ませた件については、それで帳消しということにしたんだ」

　彼女には、しばらくの間は罪を償うための奉仕活動が義務付けられた。奉仕活動ですませたのは、イアンの優しさだろう。

　あの時、アイリーンは彼女から計画の全容を聞き出した。そして、命じたレジーナのところに行き、アイリーンが全部飲んだと伝えるように頼んだのである。そうすれば、レジーナは次の行動を起こすだろうと判断したから。

　隣室で支度をしていた兄に頼み、イアンにも事情を知らせた。そうすれば、アイリーンを絶対に守ってくれると判断したからだ。

　これ以上レジーナには協力できないと思った彼女は、アイリーン達に協力してくれた。

　アイリーンが「暑い」とわざわざ口にしてから休憩所に向かったのも、冷たいものばかり選んで皿に盛りつけたのも、最初に出会った時のイアンの体温が上がっていたからである。

「しかし、このような事件に関わったとなれば、あの令嬢にはまともな縁談もなくなるでしょう。娘の罪はあまりにも大きく……」

　たしかに奉仕活動を終えて罪を償ったとはいえ、レジーナに手を貸してしまった彼女もまた罪人だ。社交界に出入りしても温かく迎えられることもなく、まともな縁談なんて見つかるはずもない。

「その点についてはご心配なく。将来有望な若手の騎士団員が多数兄の友人におりますので……さすがにすぐ、紹介するというわけにはいかないのですけれど」

　アイリーンは侯爵を慰めるようにそう口にした。もっとも、普通に紹介するわけではない。

　奉仕活動を終えた後、彼女は三兄の勤務する侯爵家の騎士団の寮で働くことになっている。騎士達の身の回りの世話をするわけで、なかなかの重労働だ。

　だが、そこで働きぶりを認められれば、侯爵のお声がかりで、騎士団に所属する誰かとの縁談を調えることもできる。

　真面目に働いていれば、侯爵が声をかけるまでもなく、騎士団員の中の誰かが彼女に好意を持つかもしれない。

　罪人ではあるけれど、罪を償った後ならさほど気にしない。貴族はともかくとして、平民出身者にはそういう人もいる。

　それは結局、彼女のこれからによって変わってくるわけだ。アイリーンが手を貸すことができるのは、ここまでである。

「アイリーン嬢と一緒に、青年がいたと聞きましたが」

「ああ……あれは、ですね……」

　アイリーンは、遠い目になった。

「やつについては、厳重注意ですませた」

　そう口にしたイアンは、苦々しい表情だった。

　王家ににらまれてしまっては、彼の未来は明るいとは言いがたい。

　そもそもアイリーンは厳重に見張られていて、最初から最悪の事態が起こるはずもなかったし、アイリーンの言葉に震え上がる程度には小心者だった。

　今後、害はないとみなされて、とりあえずは放免されたのである。もっとも、彼に対して怒っているのはイアンだけではなかった。

「それで、よろしいのですか？」

「よくはありませんが……彼については、私の兄達がみっちりしごいていますので」

　大切なものを切り落とされることにはならなかったが、その根性が気に入らないという理由で、彼は今、マクローリー伯爵家の護衛として働かされている。

　家にいる長兄と、休暇の度に帰ってくる次兄、三兄は嬉々として彼を鍛えている。

　あくまでも鍛えているだけであって、いびっているわけではないが訓練はきつい。

　考え方が変わったら、就職を世話してやろうかなんて話もしているのだから、兄達もたいがいお人好しなのかもしれない。

「こちらとしては、問題はおおむね片付いたと考えている。あとは、国内に残っている〝夜の女王〟については、回収、廃棄することとした。もちろん、それですべて一掃できるとも思わないが、被害については減らすことができるだろう」

　イアンの手が伸びてきて、そっとアイリーンの手に重ねられる。その手の温かさに、アイリーンはふっと息を吐きだした。

「レジーナ嬢については、王宮への出入りを禁止する」

「かしこまりました。娘は、国外にいる親戚のところにやることにしました。二度と、お目にかかることはないでしょう。私も、親戚から養子を迎え、隠居することにしました」

　ロウトン侯爵家は、侯爵が養子に地位を譲り渡し、代替わりすることとなる。侯爵自身が今回の事件に関わっていたわけではなかったものの、レジーナを止めることができなかった侯爵なりのけじめなのだろう。

「レジーナ嬢には、姉もいただろう。彼女はどうする？」

「ライネント王国の方に嫁ぐことになりました。以前から、お話はいただいていたのですが――」

　王太子に嫁がせたく、話を保留にしていたそうだ。

　レジーナの姉についても、それなりに処遇が決まったらしい。隣国ならば、今回の件が噂になることもないだろう。

　話を終えた侯爵が立ち去るのを待ち、アイリーンは深々と息をついた。

　――たぶん、これで事件は解決だ。

「どうした？」

「いえ。事件は片付いたわけですけれど、これからまた大変だなと思って」

　思えば、想定していた未来とはずいぶん遠いところに来てしまった。

　心穏やかに暮らしていけたらいいと思っていたのに、なんだかトラブル続きの未来に足を踏み入れてしまったようだ。

　イアンの隣に立つ以上、今までと同じではいられないのもわかっている。

「これからも、苦労をかけることになりそうだ」

「……大丈夫ですよ、私のことなら」

　これから、何が待っているのか、未来に不安はあるけれど――イアンとなら何があっても乗り越えていけるだろう。

　イアンがアイリーンの方に身を乗り出すようにして、そっとキスを交わした。
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　それから半年の後。

　アイリーンは、王太子イアンのもとに嫁いだ。

　まるで今日を祝福しているかのように空は明るく晴れ渡っていた。

　イアンは婚礼の衣装が最高に似合っていたし、彼は花嫁衣装が最高に似合うとアイリーンのことを誉めてくれた。

（……今日は、大変だったわね）

　寝支度をすませたアイリーンは、ベッドに腰をかけてイアンを待っていた。今日のこの日が来るまで長かった。

　イアンとはすでに結ばれているけれど、それでも今日という日は特別だ。国中の人達の前で、今後の人生を愛し合い、共に歩んでいくと誓ったのだから。

（……それにしても）

　しみじみと、今日までのことを考えてしまう。王太子妃になるのだから、今までのように人づきあいは極力避けるというわけにもいかない。

　親しく行き来し合う仲のよい友人が何人かいればそれで充分だと思っていた。だが、王太子妃ともなると、多数の人との関わりが求められる。

　今まで、社交の場には必要最低限しか出なかったのが嘘のように、毎日多数の人と顔を合わせるようになった。

　最初のうちは頭が痛くなることもあったが、今ではそんなこともなくなった。慣れというものは恐ろしい。

　イアンはまだだろうか。今日は朝から忙しく動き回っていたものだから、少々疲れてしまった。ふわりとあくびをした時、イアンが寝室に入ってくる。

「待たせたな」

「……いえ、それほど――」

「眠そうな顔をしている」

　隣にイアンが腰を下ろすと、ベッドがわずかにきしむ。胸がどきりと跳ね上がるのを自覚する間もなく、目じりにイアンの手が触れた。

「ほら、ここ」

「ここがどうかしました？」

「気づいてないんだな。瞼が重そうになっている」

「そんなことありません……！」

　そんなにも眠気を見せてしまっていたのか。自分のことは、案外わからないものらしい。

「では、もう休みましょう。明日も早い――んっ」

　本気でもう寝ようと思ったわけではなかったけれど、なんだか悔しいのでついと顔をそむける。ベッドの中に潜り込もうとしたら、背後から腹部に手を回されて、しっかりと抱え込まれてしまった。

「もう休む？　本当に？」

　背後から耳音でささやかれ、背筋にぞくぞくとした甘い痺れが走る。耳元でささやかれるのにことさら弱いと知っていてやるのだから、イアンもたちが悪い。

「婚儀が終わるまではと、ずっと我慢していたのにアイリーンはつれないな」

「そ、それは……！」

　イアンと一線を越えたのは、一度だけ。それ以降は、婚儀が終わるまではと自制してきた。

　深い口づけを交わしたり、互いの身体に腕を回したりしたことはあっても、それだけ。半年もの間それ以上進もうとはしなかったのは、やはりイアンの自制心のおかげだろう。

　――一回だけ越えてしまったのは、アイリーンも望んでのことだからしかたがない。

「本当に、このまま休む？」

　優しく問う口調は蜂蜜のように甘い。けれど、彼の手は腹から胸の方へと移動を始めていた。両乳房を包まれ、上下左右に揺さぶられる。根元の方から頂に向けて、じわじわと愉悦が昇っていって、先端がきゅっと硬くなる。

「……あんっ」

　うなじにイアンの唇が触れ、そのまま耳朶へと移動する。からかうように唇の間に挟まれ、濡れた舌で舐められて、甘ったるい吐息がこぼれた。

「……んっ……は、ぁ……」

　身体を折り曲げ、快感を逃がそうとするものの、逃がせるはずもない。両方の頂を同時に摘まみ上げられて、背筋が柔らかくしなった。

「俺は、休みたくないな……アイリーンが欲しい」

　しっかり抱え込まれ、耳元でそんな風にささやかれたら、もう抵抗なんてできるはずもない。言葉にはできなかったけれど、ゆっくりと首が縦に揺れる。

　身体からは半分力が抜けかけていたけれど、アイリーンはもぞもぞとイアンの方に向き直った。

　イアンの思うままにされるのはなんだか悔しくて、彼の頬を手で挟む。間近でじっと彼の目をのぞきこめば、彼は視線をそらすことなく見つめ返してきた。

「……んっ」

　視線を合わせているのが急に恥ずかしくなり、アイリーンの方から口づけるつもりが、勢い余ってぶつかっただけだった。

「……あ、ご、ごめんなさい……痛かった……ですよね……」

「いや、そんなことはない」

　角度を変えて、今度はイアンの方から口づけられる。アイリーンの唇から、うっとりとした声が漏れた。

　イアンの寝間着のボタンを外し、中に手を滑り込ませる。前回より余裕があるというわけではない。ただ、彼に触れると、そこから幸せが流れ込んでくるような気がした。

　ゆるゆると舌を絡ませ、互いの呼吸を分け合う。少しずつ、身体の奥の方から欲望が目覚めてくるような気がした。

　寝間着のボタンが性急に外され、背中をシーツに押し付けられる。見上げた天井は、実家のものとはまるで違っていて、ここが王宮であることをいやおうなしに感じさせた。

「何を考えている。余裕だな」

「そんなこと、ありません。ただ……その、幸せ――あっ」

　胸の頂が、温かな口内に含まれる。抵抗なんてできるはずもなく、つま先を丸めて快感をなんとかやり過ごそうとした。

「そんなことを言うから、このまま抱きつぶしてしまいたくなる」

「そ、それは困る――あぅっ」

　抱きつぶすって、いきなり、そんな風に言わなくても。

「今日が来るのが、どれほど待ち遠しかったか。それなのに、君はまったく俺のことなんて考えていないように見える」

「そんなことありません……私は、イアン様が……あぁっ！」

　ぴんっと舌の先で、硬くなった胸の先端が弾かれる。嬌声を返してしまい、イアンが満足そうに微笑んだ気配を感じた。

　あっという間に下肢の奥が熱くなってきて、もぞもぞと腿を擦り合わせる。胸から送り込まれてくる愉悦に支配されて、腰を左右にくねらせた。

「……お、お願い……」

　イアンとこうやって触れ合っていると、身体がどんどん熱を帯びてくる。脚の付け根をなぞられて、甘い声が漏れた。

「もう、濡れてる」

「そんなこと言わないでください……」

　真っ赤になったけれど、秘めておくべき場所に指がするりと潜り込んでくる。指を曲げられ、内壁を刺激されれば、小さな快感がぷちぷちと弾けた。

「んっ……ふ、ぁ……」

　規則正しい律動が送り込まれ、悦楽が背を這い上がって全身に広がり始める。指の動きに合わせるように、腰がシーツから浮き上がった。

　巧みな指に翻弄されて、あっという間に頂点へと追い上げられる。ピンと手足を張りつめて、与えられた快感に全身でひたった。

「……君が欲しい」

「――あぁっ」

　濡れて柔らかい蜜洞に、一気に挿入してくる快感に頭が焼き切れそうになる。彼とこうやって結ばれるのはまだ二度目だというのに、恐ろしいほどに身体は馴染んでいた。

「ふっ……あ、あぁっ」

　一気に最奥まで突き入れられれば、頭の芯まで強烈な痺れが走り抜ける。

　熱い肉棒で媚肉をこねられる度に押し寄せてくる喜悦。切なく甘い声を上げれば、瞼の裏を白い光が走り抜ける。

　快感にわななく細腰を掴んで揺さぶり立てられ、もう何も考えられなくなる。

「いい――あ、あぁぁっ！」

　与えられた快感を余すところなく受け入れ、一気に絶頂へと追い上げられた。

「……あ、待って！」

　今までベッドに背中を預けて受け入れていたのが、くるりと反転させられる。気がついた時には、イアンにまたがる形になっていた。

「やっ……う……あ、あ、あぁっ！」

　自分の体重で、今までより深く男を受け入れさせられる。

　彼の胸に手をついて、懸命に耐えていたら、下からぐっと突き上げられた。突き上げられる度に淫らな欲望がつのっていって、自然と彼に合わせていた。

　下にいるイアンが、にっと口角を上げる。その笑みに、アイリーンは魅せられた。視線を合わせているだけで、ますます快感が膨れ上がっていくようだ。

「そう、そのまま……好きに動いてみて」

「あぁっ！」

　いきなり、そんなことを言われてもどうしたらいいのかわからない。ぎこちなく腰を動かしてみるけれど、思ったような快感は得られなかった。

「ほら、もっと動いて」

「む、無理です……！」

　下から伸びてきた手に乳房を揉み立てられ、それに呼応して蜜壁がうねる。ただ身体を揺らしていたのが、自分の感じる場所を探して、自分でも動き始めた。

「ん――あ、あぁぁっ！」

　二人の身体がぶつかり合う度に、悦楽が最奥から全身に広がる。視界がたちまち白一色に染め上げられて、あとはただ本能のままに動くだけ。

　腰を掴むイアンの手に力がこもる。

「……あ、あぁっ！」

　イアンの胸に手をつき、全身を揺すりながら昇りつめる。一瞬遅れて、イアンが呻くような声を上げた。

　熱いもので中を濡らされる悦びに、歓喜の涙が流れ落ちる。イアンの上に崩れ落ちたら、背中に両手が回された。

「――愛しているよ、アイリーン」

　耳元でささやく優しい声。それにうっとりと身を任せ、アイリーンはイアンの肩に手を滑らせた。

「私も、あなたを愛しています」

　くすくすと笑いながら、キスを交わす。

　人と体温を分かち合うのが、こんなにも心地よいものだなんて想像もしていなかった。

「もう一度、いいかな」

　アイリーンの方がイアンより上にいたのが、一瞬のうちにひっくり返されて、また組み敷かれる。

「おかしいな。今日は媚薬は飲んでいないのに、何度でも、君を抱きたいと思ってしまう」

「……が、頑張ります……？」

　平凡な人生を送るのだと思っていたアイリーンの運命は、テラスに落ちてきた王子様を拾った時に大きく変わった。

　これから先も、困難はたくさんあるだろうけれど、イアンと一緒ならば乗り越えていけるだろう。

「でも、ほどほどでお願いしますね……？」

　了承の合図の代わりのように、イアンがアイリーンに口づける。最高の幸せを覚えながら、アイリーンはそれを受け入れた。
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著者紹介




宇佐川　ゆかり（うさがわ・ゆかり）


東京都在住。主に乙女系小説で活動中。甘い恋愛描写と濃厚なラブシーンを得意とする。執筆の合間にコーヒーとおいしいチーズケーキで一息入れるのが好き。理想のチーズケーキを求めて、日々探索中で、時には自分で焼いたりもする。

代表作：『皇帝陛下は花嫁狩り～いきなり私が皇妃様!?～』『天然令嬢は王太子殿下に求められて焦っています。』
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